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主要な施策の成果



o 主要な施策の成果

地方自治法第 233条第 4項の規定に基づき、昭和 54年度目野市一般会計及び各特別会計における主要

な施策の成果について報告します。

昭和 5 5年 1 1月

日野市長森 田 喜美男



主要 な施策の成果

総 括

不況の下の等価上昇という社会情勢が続き、低成長の経済環況の中

で増大する行財政需要にこたえるため財政の効率的運営をはかり、

昭和 54年度は、

o 都市基盤を整備する。

o 健康とくらしを守る。

0 教育と文化を向上させるo

o 住民自治の発展をめざす。

以上を柱として、次の施策を重点的に行い、成果をあげることができ

?こ。

1. 生活環境の整備

大切な自然を守り、市民が健康で文化的な生活を営める環境を確保

するため、下水道、道路、公園等の都市基盤を中心とした生活環境の

整備にとりくみ、以下の施策を行った。

下水道事業については、浅川北第 1排水区、浅川南第 2排水区、多

摩川第 2排水区の管渠埋設等を行い、降雨時における排水対策K力を

入れ浸水地域の解消につとめた。

土木事業については、日野 68号線、百草台 2号線等の新設のほか

市内一円の生活道路の整備をはかった。また、根川改修、用排水路の

新設改修工事を実施し、清流を守った。

都市計画事業については 「調和のある住みよいまちづくり」をめ

ざし、神明上区画整理事業、川原付市営住宅建替事業を進めたほか、

緑を確保するため日野緑地の用地を買収し、自然環境の保全をはかる

とともに、中央公園植栽工事、旭が丘グリーンベルトの整備など緑化

事業を推進した。

交通安全対策事業については、市内一円の通学路に重点をおき、事

故を未然に防止するため、歩道設置、段差改良、道路反射鏡等を設置

し、交通安全の推進につとめた。

環境衛生対策については、粗大ごみ処理施設新設、電気集じん器改

良工事、塩化水素除去施設設置工事など清掃施設の整備拡充をはかり

公害防止につとめるとともに、そ族昆虫駆除、雑草除去等美化事業を

行い、市民の住みよい環境の推進をはかった。

予防対策事業については、市民の健康を守るため、各種予防接種を

行い伝染病の発生を防止するとともに、結核、心臓病、胃ガン等の住

民検診を実施し成人病の予防につとめた。また、休日、夜間救急医療

体制を充実し、緊急時における医療を確保し、市民生活の安定をはか

った。

防災対策事業については、消防施設の整備拡充をはかるとともに水

防訓練。防災訓練を実施し防災意識の高揚につとめた。

2. 福祉の増進

住民福祉の増進、社会的弱者の援護に重点をおき「だれでもが人間

らしく幸福に暮らせる町」をめざし、市民生活に密着した福祉行政を

推進し、以下。施策を行った。

社会福祉対策事業については、生活つなぎ資金の貸付、住宅改良資

金融資、心身障害者(児)福祉手当、福祉タクシー補助等の施策を行

い、社会的弱者を援護するため、施策の充実をはかった。

老人福祉対策事業については、在宅ねたきり老人訪問看護、貸おむ

つ事業を実施するとともに、従来の施策を発展、充実させ、福祉の増

進をはかった。また、高齢者事業団に対する助成、ゲートボールの普

及を通じて老人の生きがL、づくり、健康づくりを行った。

児童福祉対策事業については、 4小学童クラブ、 8小学童クラブを

新設し、学童の健全な育成をはかった。また乳児医療費助成を行い、



乳児保護の向上につとめた。

3. 教育、文化の向上

児童@生徒の急増に対処するため、本年度も義務教育施設の整備を

進めるとともに社会教育、文化の向上のため、以下の施策を行った。

学校施設については、三沢台小学校、東光寺小学校、大坂上中学校

を新築し、第 2小学校、平山台小学校、百草台小学校(公団買収)の

増築を実施した。また、給食室、体育館、プールの建設をあわせて実

施し、新設校の教育体制に万全を期するとともに、既設校の校庭整地、

非常階段設置、教室改造等を行い施設の整備。拡充につとめた。

社会教育については、各種の市民講座を設け、市民の学習要望にと

たえるとともに郷土かるたの発行、高幡図書館。日野図書館を新築し、

施設と蔵書を拡充して市民文化の向上につとめた。また、南平体育館

の運営@学校開放。第 1中学校校庭のナイター照明改良等を通じて地

域スポーツの振興につとめた。

4. 住民自治 の 発 展

「まちづくりと市民自治」のテーマのもと、市民参加を基本に市民

本位の行政を推進し、自治意識の高揚をはかり自治の発展をめざし、

以下の施策を実施した。

市政の課題を市民とともに学び、考える場として市民自治学閣を開

校するとともに、平素理解されにくい施策について写真と文章により、

具体的に解説した市政要覧を発行し理解につとめた。また、住民自治

発展の核となる地区センターとして、旭が丘東地区センタ一、万願荘

地区センターを新築し自治会活動の充実をめざした。
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市民自治学園 多摩平 2号線歩道設置

川原付市営住宅 長沼橋歩道設置
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万願荘地区センター

旭が丘東地区センター

中央福祉センタ一分館
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粗大ごみ処理施設 電気集じん器改造

汚泥焼却施設 塩化水素ガス除去施設
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日野 6 8 号 線 日野 7 7 号線

百草台 2 号線 不動中 4 号線

ーも一



根川改修 中央公園植栽

下宿地内水路 旭が丘 グリーンベルト
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東光寺小学校新築 平山台小学校増築

東光寺小学校プール新設 三沢台小学校新築
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日野図書館新築

大坂上中学校新築

高幡図書館新築
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1ゃ1，，Cc、A 務 費

事 業 名 事業の概要

広 報 ひ の |タブロイド判

4頁 1 6回発行

8頁 8回発行

広報ひの縮刷版発行| 通巻第 5号

Cst訴日53年4月""""'54年3月)

A4明j 500部

機関団体 名 B 5判 128ページ

2，000部

わた しの便利帳 B 5哨j 8 0ページ

6 6，0 0 0部

みんなの しあわせ， 8 0 B 5朝j 4 6ページ

6，000部

市 勢 要 覧 ， 7 9 A4朝j 3 6ページ

5 0，0 0 0部

事 業 費

円
1 3， 0 9 6， 9 6 0 

4 0 0， 0 0 0 

4 7 0， 0 0 0 

4，3 8 2，4 0 0 

4 7 6， 0 0 0 

5， 2 0 0， 0 0 0 
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成 果

市の施策、考え方を市民に理解してもらうと共に、市民の市政へ

の協力が得ら れるような啓蒙に特に意を注いだ。

1. 七生公会堂、文化祭、文化とスポーツの秋、図書館、財政、「広

報ひのJ5 0 0号、保育料改定、住民意識調査を特集

2. その他経常的特集として「戦争と私Jr憲法記念」

前年に引続き昭和 53年 4月より 54年 3月までに発行した「広

報ひの」を縮刷版として収録、行政資料として刊行

市内各団体の名簿を作成。市民及び行政の便宜をはかった。

市の仕事をわかりやすく紹介、市民の市への参加、市及び他の行

政の活用の便宜をはかったO

福祉便利帳として市民とくに母子。老人。障害者等弱者に市への

活用をうながし、かつ便宜をはかった

市民に市を理解してもらい、市政への参加、提言を呼びかけた。



事 業 名

ファイリングシステム

の導入

文書のマイクロフィル

ム化

市史編さん事業

事業の 概要

文書を行政科自により分

類し、各所属内における文

書の保管体制を整備すると

ともに文書の発生から保存、

廃棄に至るまで文書管理方

法を確立する。

保存文書をマイクロフィ

ルム化して保管スペースの

削減、完全保管を行い、文

書資料の効率的な利用と検

索の迅速化を図る。

市史史料の収集および編

さん

事 業 費

円
3 8 8， 5 8 0 

2，0 6 9， 6 0 4 

8， 1 8 6， 6 7 0 
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成 果

5 3年度よりスタートじたファイリングシステムは、初年度ファ

イリングキャビネットの配布、分類表の作成を行い、システムの普

及につとめた。

5 4年度は、さらにシステムの定着を主眼に消耗品の配布、文書

研究会の開催等行い、日常の文書業務を円滑にするため文書作成用

紙、文書業務の手引書の作成配布も同時に行った。この結果文書管

理及びファイリングシステムに対する庁内の関心も高まり飛躍、発

展への足がかりをつけることができた。

保存文書のうち建設図面(公共施設、道路、公園、下水道、境界

査定等)とその付属資料、固定資産税名寄台帳等比較的保管スペー

スを大きくとるものをマイクロ化している。

図面についてはアパーチュアカードによるカード検索を採用して

いる。(カードのファイルは図面分類表による)

資料台帳等は、自動検索機付のリーダーにより、目的の文書を即

時に検索できるようにした。

このような検索の迅速化に伴い当年度分の文書や台帳等をマイク

ロ化して、保存のためだけでなく、日常業務での大幅なマイクロフ

ィルム利用への気運が盛り上がり、 COMシステム(コンビュータ

@アウトプット。マイクロフィルム)の検討、実現へと向っている。

市史史料集近世 2を刊行、古文書マイクロフィルム撮影委託によ

り 1 8巻(ス 884コマ)を記録し、板碑調査を実施した。



¥ 

事 業 名

昭和 54年度

日野市表彰式

昭和 54年度

自治会補助金

とうけい日野 ， 8 0 

事業の概要

市民の生活と文化の向上

に特に功労があったものの

事績をたたえ表彰する。

6月議会にて表彰条例を全

面改正 ιた。

自治会に対し補助金を交

付することにより、住民自

治の発展と自治活動の育成

を図る

昭和 43年より発刊して

いる本書は、今回で 11号

である。

統計表は当初の 74表よ

り今回 167表と内容も充

実したものとなっている。

作成部数 500冊

事 業 費

円

2， 4 1 6， 0 4 1 

内 訳

(記ー 77，日日日

報酬 2 2，0 0 0 

写真 1ス041

1 0， 2 8 4， 0 0 0 

6 0 0， 0 0 0 
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成 果

表彰条例改正により、推せん者数 236名の推せんを受け、表彰

審査会に諮り、 21 7名を被表彰者と決定 11月 3日の市制記念日

に日野第七小学校体育館で招待者 30名の見守る中表彰が行われた。

各功労別人数

自治功労 5 ， 納税功労 5 ， 防災功労 7 ， 

社会福祉事業功労 3 ， 保健衛生事業功労 25， 
環境保全功労 1 ， 学校教育功労 4 ， 

社会教育功労 16， 労働精励功労 2 7 ， 

農林水産功労 2 ， 中小企業功労 6 9 ， 

建設功労 6 ， 技能功労 4 5 ， 善行 2 ， 

自治会登録数 235 会員数 3 8，6 0 6世帯

自治会補助金 200円x4 1，1 9 0世 帯= 8，2 3 8，0 0 0 

(非会員含む)

自治会館補助金 2 4，0 0 0円X40.5館 = 9 7 2，0 0 0 

(維持管理費)1館については 10月から地区センターになったO

自治会館増改築工事補助金

横町 1， 0 0 0，0 0 0円

仲町 7 4，0 0 0円

本書は、日野市全体の姿を、統計数字を通して知ることのできる

ものとして広く、行政資料として活用されているだけでなく、市民

も有料で入手することができる。

市民は、本書を通し、行政施策の結果の良否を判断する資料とし

ても活用される。



事 業 名 事業の概要

日野市の住宅 状 況 | 昭和 53年 10月 1日に

実施された国の「住宅統計

調査」の結果に基づき、独

自集計として 500部作成

したものである。

七 生 ~、 会 堂|本体工事

私立幼稚園在園幼児保

護者援助

建築面積 667~951 
床面積

1 F 6 0 5.6 1 7 

2 F 6 2ス765

3 F 9 3.0 7 7 

合計 1326~459 
その他付属工事

舞台設備

舞台機構、舞台照明、舞

台音響の各設備一式

弄降機設備

エレベータ-1基(1 3名

-9 0 0 K9) 

身障者仕様を含む

私立幼稚園に在園する幼

児の保護者に対し補助金を

交付することにより、保護

者の負担を軽減する O

事 業 費

円

3 2 5， 0 0 0 

3 3 8， 9 3 2， 1 1 5 

財源内訳

起債

185，1 0 0，000 

一般財源

1 5 3， 8 3 2， 1 1 5 

1 0 9， 3 4 6， 8 0 0 
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成 果

日野市の住宅状況を知る資料としては、本書が初めてであり、都

市計画、下水道等の都市整備や住環境の整備資料等に広く活用され

るものである。

高度な演劇、舞踊及び音楽などの場を市民に提供することと、市

民サービスの向上を図るため七生支所を併設するもので、施設の内

容としては固定席で 300人収容のホールと七生支所の事務室等で

ある。

5才児

4才児

4，000円x1 5，9 5 4人=6 3， 8 1 6， 0 0 0円

2，8 0 0円x1 6，2 6 1人=4 5，5 3 0， 8 0 0円



事 名 事 業の概要 果業 事 業 費 成

未認可幼稚園在園幼児 | 未認可幼稚園に在園する

保護者援助 |幼児の保護者に対し補助金

を交付するこ とにより 保護

者の負担を軽減する。

円
nu 

n
U
 

A
斗

門
ノ

ι
A
斗

円
ノ
』

A
斗 5才児

4才児

4才児

4，000円x 46人- 1 8 4，00 0円

2，8 0 0円x1， 1 7 8人=3，2 9 8，4 0 0円

1， 0 0 0円X 760人 - 7 6 0，00 0円

(高幡台団地幼児教室 )

私立保育園在国幼児保 | 私立保育園に在園する幼

護者援助 |児の保護者に対し補助金を

交付すること により、保護

者の負担 を軽減する。

2，6 6 0， 0 0 0 5才児私的契約児のみ

2，5 0 0円X1，0 6 4人 = 2，6 6 0，00 0円

私立幼稚園就園奨励費 幼稚園に就園する4才児、

5才児の保護者で所得が低

い者に対して補助を行う。

5ス569，000 保育料等減免措置階層区分 減免額 人 員 金 額

市民税が非課税及生活保護世帯 8 0， 0 0 0 3 3 2，64 0，0 0 0 

市民税が均等割のみの世帯 6 3， 0 0 0 1 5 9 4 5， 0 0 0 

所得割課税の額が60，000円以下 3 6， 0 0 0 944 3 3， 9 8 4， 0 0 0 

ム口 言十 ~ 992 5ス56号000

交 通安全対策 事 業 |歩道設置

(多摩平幹線 2号線 )

段差改良 (百草幹線 1号線

他 95箇所 )

防護柵 (補助 13号線他 )

道路標識 (市内 93箇所)

道路反射鏡

(市内 49箇所 )

区画線 (鹿島台 5号線他)

視線誘導標

(市内 13 5箇所 )

側溝蓋掛 (市内 2箇所)

長沼橋歩道設置

8 0， 2 9 6， 0 0 0 

財源内訳

国庫補助金

3 1，6 0 0，0 0 0 

都補助金

2 4，5 3 1，0 0 0 

一般財源

2 4，1 6 5，0 0 0 

市道の主要幹線及び支線等の通学路を重点におき、危険箇所での

事故を未然、に防止する ための交通安全施設の整備 として、歩道の設

置、道路照明及び防護柵等を設置 し、 交通安全の推進に努めてい る。
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民生費

事 業 名 果事 業 の 概 要 事 費 成

社会 福祉対策事業|生活つなぎ資金の貸付

業

円
n
u
 

nu 
nu 

nu 

a勾

a'
スd

λ
1

，，
 一時的に生活資金の必要を生じた市民に対 し、 資金を貸付けるこ

とにより、市民の生活水準の確保に寄与 した。

心身障害者(児)福祉手当 7 3， 2 6 1， 2 5 0 

身障害者介

6 2，3 9 9，5 0 0 

精薄分 10，8 6 1， 7 5 0 

1級(脳性麻庫、筋ジス トロフィ一含む)から 4級の身体障害者

及び 1度から 4度の精神薄弱者(児)福祉手当を支給し、福祉増進

につとめた。

住宅改良資金融資制度

貸付件数

利子補給件数

1 0件

5 1件

1 0， 9 5 3， 3 3 7 

5， 2 0 1， 9 0 0 

3， 3 0 0， 0 0 0 

高齢者居室及び一般住宅の改良資金の調達が困難な世帯に対し、

金融機関に預託し、多くの方々が、低利で借入できるよう利子補給

に努め、取扱金融機関を通じて資金の融資を受け、住居環境の改善

に寄与した。

母子福祉対策事業|結婚相談事 業

母子家庭入学祝金

ママの休養事業

社会福祉法人及び

社会福祉団体助成

社会福祉事業法に基づき市民を対象とした社会福祉事業を経営す

る社会福祉法人及び福祉を目的とした福利厚生団体に対し資金の助

成をすることによって社会福祉の増進 と各団体の育成をはかった。

ボラ ン テ ィ ア活動助成

2 7 3， 0 0 0 

2 4 0， 0 0 0 

5 9ス000

-15一

社会生活において、 相互扶助の精神に より、すべての人々の幸福

な生活を増進するため、奉仕会員の確立、ニード開発、研修に努め、

ボランティア事業に対し、自社協に人件費、事業費等を助成し、積

極的な活動、 基盤作りをはかった。

母子家庭に対し、経済的。 精神的な面において援助することによ

って、母子家庭の福祉増進につとめた。



事 業 名 事業の概 要

心身障害者福祉対策|障害者福祉電話設置事業

事 業

心 身障 害者共同作業所

老人福祉対策事業|福祉電話 設置

友愛訪問員の派遣

デ イケアセンター

在宅ねたきり老人訪問看護

指導

貸おむつ事業

事 業 費 成 果

6 9 3， 0 0 0円 l 重度の障害者に対し、福祉電話を貸与し安否の確認や相談に応じ、

4， 8 0 0， 0 0 0 

4， 2 2ス000

1， 3 0 8， 0 0 g 

呪 6 0ス000

3， 4 3 0， 0 0 0 

7 5 6， 0 0 0 
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障害者の生活の安定と福祉向上を図るとともに、障害者の抱く生活

等における不安の軽減につとめた。

在宅心身障害者で一般の職場代就労困難な 15才以上の障害者に

生活指導を行いながら仕事を提供し社会復帰への出発点として活動

している共同作業所へ運営費を補助し育成に努めた。

ひとり暮らし老人に、福祉電話の貸与を行い、各種相談に応じる

ことによって、老人の孤独感を慰めた。また、個人の既存電話に対

しても補助をした。

ひとり暮らし老人、老人のみの家庭を訪問し、話し合い等を通じ

て老人の孤独感の解消、事故の未然、防止につとめた。

日常生活の全般にわたって常時介護を必要とする老人の入浴サー

ビスと、家族にかわってお世話する短期の宿泊施設の運営を行い老

人福祉の充実につとめた。

在宅ねたきり老人の家庭を看護婦が訪問し、家族に対して看護の

方法、日常生活の指導、食事指導等を行うとともに老人の話し合い

手になり老人に希望を与え、健康回復につとめた。

8 0才以上の高齢で老衰のため起床不能な老人、または 65才以

上の老人痴呆症等で失禁の在宅ねたきり老人に対し、貸おむつを配

布し、老人が清潔に気持よく、療養できるようつとめた。



事 事業 の概要 事 業 費 果業 名 成

老人医療

助成件数 4ス454件

円
「
/

ノ

O
Q
U
 

Z
J
 

ノ

O
λ
斗O什

ス叫ηノ』 老齢人口の著しい増加により老人問題は、社会の関心を高めてお

りその施策として、園、都、区市町村が被保険者証又は、組合員証

を使って病院、診療所等で診療をうけた場合、その窓口で支払う医

療費の確保と健康並びに生活の安定を図った。

老人理容美容券

発 行枚数 2 6，1 9 3枚

3 3， 7 6 9， 4 0 0 7 0歳以上の老人を対象とし、理容、美容利用券を発行し、生活

の安定に資し、あわせて保健衛生の向上につとめた。

老 人 福祉手当

対象者(延) 2，82 5人

3 2，4 8ス500 6 5歳以上の老人で、身体上もしくは精神上の障害のため、日常

生活に著しい支障のある“ねたきり老人"に対して、 4期に分け老

人福祉手当を支給し、 老人福祉の増進をはかったO

身障老人機能回復助成

発行枚数 1，55 7枚

8 4 5，7 0 0 6 5歳以上の身障老人(1級，....，_， 6級)を対象に利用券を発行し、

機能回復を促進し、社会復帰と健康の増進をはかった。

3 0， 0 0 0 老 人保 健学級

受講者数 9 3人

老人医療受給者を対象に老人保険学級を開催し、健康に関する正

しい知識を老人に普及するこ とにより、日常生活の健康保持及び適

切な受療を促進し、 健康で明る い社会生活がおくれるようにつとめ

ひとり 暮 らし老人入浴助成

発行枚数 4，541枚

7 7 0， 2 7 0 

ナこO

6 5歳以上のひとり暮らし老人に対し、入浴券を発行することに

より、入浴を促進させ、清潔で健康な生活を保障し、保健衛生の向

上と健康の増進をはかった。

敬 会 5，4 1 5， 0 0 0 老 大 多年にわたり社会の発展につくしてこられた 70歳以上の老人を

対象に、老人を敬い老人福祉に関する市民の理解と関心を深めるた

めに、敬老会を旭が丘小学校体育館において午前と午後に分け、

1，25 0名の参加者を集め盛大に開催した。

-17-



事 業 費 果業 名 事業 の 概 要 事 成

敬老金

対象者 4.282人

円
2 1. 4 1 O. 0 0 0 I 多年にわたり社会の発展につくしてこられた 70歳以上の老人民

対し、長寿をお祝いし、敬老の意を表して 5，000円の敬老金を支

給した。

臥床老人見舞金

対象者 1 5 6人

7 8 0， 0 0 0 6 5歳以上で 5ヶ月以上居宅で、ねたきりの老人を養護している

方に見舞金を支給し、本人及び養護者を激励した。

老人健康診査

受診者数 2，6 2 1人

8， 1 5 1， 0 0 0 6 5歳以上の老人を対象とし、老人の特殊性を考慮し、疾病の発

見につとめ、早期治療を通じて、事後の保健指導に十分留意し、健

康の維持増進につとめた。

老人クラブの助成 1 1， 1 4ス760

クラブ数

会員数

3 9クラ 7

3，396人

地域の老人が老後の生活を健全で豊かにするため、クラブを自主

的に組織し、教養の向上、健康の増進及びレクリエーション等活発

な活動を行っているが、これらに補助金を交付し、老人福祉の増進

につとめた。

健康管理手当

対象者 4，282人

2 5， 6 9 2， 0 0 0 7 0歳以上の老人に、年額 6，0 0 0円の健康管理手当を支給し、

心身の健康保持及び健康増進につとめた。

ゲートボー ル普及事業 1， 1 2 0， 0 0 0 老人向きのスポーツであるゲートボールの普及を、昭和 54年

1 0月から始め、 5月までの半年間で延人数にして約 1，20 0 人に

ルール指導を実施した。

これは、市で、用具を 45セット購入し、市内老人クラブに各 1

セットを貸与し、コートの確保は老人クラブに任せ、その確保がな

されてから職員が現地に出向き、ルール指導を行ってきたものであ

ります。
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事 業 の 概 要 業 費 果

、、、

事 事業 名 成

児童 福祉対策事業|保育園の運営・整備
円

つ乙Q
U
 

円
ノ
」

η
L
 

A
斗

Q
U
 

A
斗

ノ

Oηノ」
a1E' 

日々保育に欠ける児童とその家庭の福祉向上のため、市内市立

1 2圏、同民間立 5園、市外委託児 (16 6人)、あわせ 2，075人

( 5 5年 3月 1日現在)の保育を推進した。市立保育園は、豊田、

多摩平保育園等はすでに開園 20年となり、それだけに営繕補修工

事の施工も年々多くなり、当年度において 12圏全体で 1，1 7 7万

円を要したほか、公私立を問わず、一般の保育内容の維持・発展の

ために運営経費の公費支出は逐年増高する中で、保育料の保護負担

のあり方をめぐって検討協議会を年度途中設置し、新年度にむけて

その適正化をはかった。

なお、民間保育園(市外含む)に対して、市単独助成金を 1，750 

万円交付し、公私格差の補完につとめた。

未認可保育所の助成 2ス4 9 6，5 2 0 保育室 5カ所(6人以上保育)、家庭福祉員 5人(3人まで…保

育ママともいう)の日常活動と、保育費の父母負担軽減(認可保育

園との格差)のため助成したO 両施設の年間の平均利用児童数は

8 6人(ほとんど零歳児)であった。

「希望の家」運営 1 2， 3 3 0， 1 6 8 該当児及び保護者への早期教育の場であり、在籍児 22名の親子が

隔日または週 2日通園し、運営委託先の「日野市心身障害者を守る

会」の指導力のもとに、その実をあげている。前年度増設した東側

保育室にトイレを完備した。

乳児医療費の助成 1 6， 1 3 5， 8 6 4 1歳未満児の医療費の個人負担分を市が助成負担する当市独自の

制度であり、乳児の医療厚生の向上をはかっている。事業費に占め

る支出区分では、保護者への支払いが 76弼(1， 2 2 2万円)、証

明手数料など医師会関係委託料が 24%(391万円)であった。

総数は 8，0 8 0件O
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

児童館事業の推進 5， 9 7 4， 1 6 1 
円

地域における児童の生活。育成の拠点施設である児童館を 3館有

し、年間計画のもとに各館独自事業をはじめ、国際児童年記念事業、

5館連動の共通事業(小学生低学年、同高学年別キャンプ)を通し

て、市内の青年層有志指導者との交歓出合いの機会ともなるなど、

児童から青年に到る活動を展開した。

-戸fふ~ 童 の 育 成 2 3， 4 9 4，8 7 4 両親が勤労や病気で、下校後面倒を見れない事情にある家庭の学

童(1 --3年生)を育成するため、市内 K1 1施設運営し、年間平

均ス 402人の健全育成につとめた。年度後半には、地域的解消へ

新たに 2クラブ(四小・八小)の整備を実施した。

， 
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衛 生費

事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円

予防 対策事 業 予 防 接 種 59，78 1， 000  伝染病予防対策の重要な施策として各種予防接種、急性灰白髄炎、

ジフテリア、三種混合、風疹、麻しん、インフルエンザを実施、乳

幼児、児童、生徒の健康保持増進及び地域における伝染病の集団的

まん延防止につとめ公衆衛生の向上につとめた。

健 康 管 理 3 0， 9 3 4， 0 0 0 死亡原因の上位を占める成人病、がんの予防対策として住民検診、

胃がん、子宮がん検診を実施早期発見につとめ、今年度新たに医師

会と協力し日野市休日準夜診療所にて医師、保健婦による医療保健

相談を実施した。

結核予防Kついては乳幼児にツベルクリン反応 BCGの接種を行

ない、成人については市内の地区センターを中心VL2 8会場で結核

検診を実施結核の早期発見及びまん延防止につとめた。

なお、検診会場では血圧測定を併せて実施、保健指導も行った。

. 
又新生児家庭訪問、誕生日健康診査、保育相談を実施、乳幼児の

健全な発育及び母子保健の向上につとめた。

休日夜間救急医療 1ス4 7 8， 0 0 0 救急医療体制の充実は市民生活安定の重要な施策として医師会の

協力を得て輪番制Kよる 2医院の休日診療及び市立病院を含むろっ

の救急病院による診療に加えて準夜診療事業を実施した。

又、消防署の協力Kより診療機関の電話案内(テレフォンサーピ

ス)がおこなわれた。

<' 

環 境衛生事業 そ族昆虫駆除 8， 6 8 6， 0 0 0 伝染病の発生まん延を防ぐため市内 8会場で害虫駆除、薬剤、殺

そ剤を各家庭に配布し、希望する自治会には噴霧器等の薬剤を提供

し家庭と地域の公衆衛生の向上につとめた。

害虫駆除については市内の側溝及び下水等の消毒を実施するとと

もにアメリカシロヒトリの防除も実施した。

η〆』



業 費 果事 業 名 事業の概要 事 成

環境美化事業 i雑草地の 草刈 4， 0 5 0， 5 5 6 

円

雑草地 584件、 19 6， 7 8 o. 45m2
の内所有者による自己処理

は 204件、 81， 0 4 6. 0 6 m2 
( 4 1 % )であり、その他 354件、

1 1 5， 7 3 4. 39m2 
( 5 9 5ぢ)は業者委託陀より処理し、環境衛生

及び美観につとめた。

公害対策事業|公害監視

1. 工場排水中の重金属の

分析

5 8 6， 9 0 0 市内の河川及び用排水路に排水している東京都公害防止条例規制

対象工場(2 6工場)について昭和 54年 11月 1日から 11月

2 1日の期間内にこれらの工場排水の抜き打ち検査を実施した。 こ

の結果、規制基準を越えた工場が 2施設あり改善勧告を行い、処理

施設の清掃・点検等管理の徹底を指導した。

2. 公共用水域の河川等の

水質調査

5 5ス500 市内にある河川及び用排水路の水質状況をは握するとともに、水

質の汚濁を防止するために重金属汚染等水質の調査並び忙監視を実

施した。この結果、重金属はすべて不検出であり全体的には問題が

ないことが調査された。

3. 工場及び指定作業場で

重油を使用している施設

について重油中に含まれ

ているイオウの分析

1 2 0， 0 0 0 東京都公害防止条例第 1 8条の 2、及び第 3 7条の 2の規定代基

づき 45施設について、 54年 12月 10日から 12月 12日の期

間内に、重油の抜き取り検査を実施した。この結果、全施設につい

て条例の規制基準を遵守していることが確認された。

4. 多摩川及び関連河川水

質合同調査

7ス700 多摩川水系を流域自治体が合同で調査するもので、水質の全体的

なは握をすることにより流域調係区市町村の多摩川浄化への共通認

識を高めることができた。
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

円

じん芥処理施設整備事業 塩化水素除去実験施設工事 1， 7 3 6， 0 0 0 3却炉ガス滅吋
(財源内訳)

苛性ソ ーダ溶液噴 一般財源 1，7 3 6，000 

置一式

成 果

近年のごみ量 の増加及び質の悪化に伴い、市焼却施設より発生す

る塩化水素 (5 0 0---6 0 0 p p m )が、大気汚染防止法の一部改正に

より塩化水素放出基準値 43 0 ppmをうわまわるため、除去施設の

設 置の必要が生じた。このため老朽焼却施設への過大投資を防止し、

最適除去施設決定のため実験施設を設置した。

計画目標除去率 3 0 % 

実験施設結果除去率 70---805ぢ 1炉運転による実験値

塩化水素除去施設設置工事

20m3貯留タ ンク、 薬液

圧送ポンプ、 配管設備、

電気工事、測定装置設置

1 9， 4 0 0， 0 0 0 

(財源内訳 )

国支出金 8，240，000 

都支 出金 380，000 

地 方債 10，500，000 

一般財源 280，000 

塩化水素除去実験施設の実験結果により、市独自設計K基づく施

設を設置した。現在、塩化水素除去に関する発明特許申請中O

測定除去率 平均 50---605ぢ 2炉運転による除去数値

電気集じ ん器改良工事

放電極、集じ ん極、槌打

装置、ダク ト改造、温風

プロワー設置

3 5， 9 0 0， 0 0 0 

(財源、内訳)

都支出金 900，000 

地 方債 34，100，000 

一般財源 900，000 

現焼却施設の設置 (昭和 45年)と同時K設置され、老朽化とあ

わせて 当初ガス処理設計最大値 2炉合計 52，0 0 0 Nm/hで、あったが、

近年のごみ量、ごみ質の悪化に伴い、ガス量が増加し、現在

7 0，0 0 0 Nm/hとなり、未処理の煤じんが放出される結果となり、

東京都の改善指導もあり、これを適性な処理能力アップし、公害防

止を図るため本体を残し内部の放電極、集じん極及び付帯施設の一

部を改良した。

改造前能力 処理ガス量 5 2，0 0 0 Nm/h 

出口ダスト 量 0.2 ---0.3 9-.ルl

改造後能力 処理ガス量 7 0，0 0 0 Nm，う/h

出口 ダスト 量 O. 1 9-.々'l以下

之
J

門
ノ

ι



事 業 名 事業の 概 要

粗大ごみ処理施設建設工事

建築面積 4 8 3.49 m2 

延面積 71 6.2 9 m2 

破砕機 50 T/sH1基

選別機 5種選別

鉄、可燃、不

燃、アルミ、

高分子

搬送・搬出設備

電気計装設備、制御設備

事 業 費

円

3 2 5， 0 0 0， 0 0 0 

(財源内訳)

国支出金 16 2，5 0 0，0 0 0 

都支出金 4，1 00，000 

地方債 15 4，3 0 0，0 0 0 

一般財源 4，1 00，000 

トラ ックスケール改良工事 I 1 0， 8 0 0， 0 0 0 

秤量台、記憶演算装置等 I(財源内訳)

一式設置 | 一般財源 1 0，800，000 

し尿 処理 施設整備事業|電気設備改良工事 1 6 2， 0 0 0， 0 0 0 

(財源内訳)

都支出金 4，050，000 

地方債 153，900，000 

一般財源 4，050，000 

-24-

成 果

市内より収集される粗大、不燃ごみを全量破砕し、埋立処分量の

容積を減量し埋立処分地の長期利用及びごみ中に含まれる資源の再

利用を 12Qるため施設を設置した。

破砕後の容量比 家電製品(冷蔵庫、洗濯機)……約パ~冗

万 テレビ ……約M

木廃材

ピン類

缶類

プラスチ ック

-・・・約%

....・・約7:i--ズ

....・・約パ--75'

.・・約K。
鉄は再資源として回収、可燃物は焼却処分となる 。

ゆえに埋立処分は減量となる。

従来のトラ ックスケールは最大 10 tを計量する樟秤式で、現在

のごみ搬入車両の大型化に伴い計量機が対応出来なくなり、又、搬

入車両台数も多く樟秤式では円滑迅速な計量かつ正確な計量が不可

能となったため、計量重量を大きく迅速白動的精度の高い計量を行

い円滑な事務を進めるため設置した。

記憶登録台数 1 1 9台 品種別記憶登録 2 0品種

伝票槌打、年月日、回数、総重、正味、単価、料金、 これらを

約 10秒で計量完了、車両にも解るように外部に数量がデジタ

ル表示される。

処理場内電気設備が老朽化し漏電事故が多発し危険が多くなった

ため将来増設計画も考慮し、電気設備全体について 52年度より 3

年計画で工事を行った。電気設備が統合されたことにより、保守管

理が容易となった。又、不良機器及び不良電路が改修され安全性が

高まった。



事 名 果業 事 業 の 概 要 事 業 費 成

汚泥焼却施設建設工事 1 1 9. 8 8 2. 0 0 0 

(財源内訳 )

都支出金 三041，000

地方債 94，200，000

一般財源、 22，641，000 

円

処理場から発生する汚泥約 8t/乃 は、 他市町村へ搬出処分 して

いましたが、施設の完成Kよ り、 汚 泥を車乞燥し、 特殊肥料 として再

資源化 し市内の農地 に還元する。 これにより最終処分地 の確保 と運

搬、処分費の軽減が計れる。

日野市資源ゴミ回収事業 家庭か ら捨てられるゴ ミ

の中陀 は、資源 ゴ ミ(古紙

類、布類、金属類、生き ピ

ンなどの有価物)が多 く含

まれている 。

ゴミ 減量対策の一環 とし

て、 日野市資源ゴミ回収事

業推進要綱を基本に資源、ゴ

ミの集団回収 の実施を地域

の自治会等各種団体K呼び

かけ

①事業を実施す る団体には

事業開始支度金 (1万円)

を補助 し、 事業開始の手

助けをする。

②廃品回収業者 (東京都資

源、回収事業協同組合日野

支部に加盟 )をあ っせん

する。

① 実施団体に対 し協力を得

るためチラシなどの印刷

物を提供する。

2， 0 5ス000 昭和 54年中の資源ゴ ミ集団回収実施団体 (事業開始支度金交付

済 )は 11 9団体であり 、 これ らの団体力三回収 した実績は下表のと

おりであ る。

資源、ゴミ回収実績

治ト¥ 回 収 量 3tkE ・ 上 代 金

4月 7 6， 0 7 0 kg 3 5 5， 2 5 2 円

5月 ? ろ， 88 0 4 5 0， 5 5 4 

6月 7 8， 2 6 0 3 7 5， 3 2 3 

7月 1 1ス8 8 2 6 1矢 6 6 0

8月 7 0， 0 1 5 3 8 4. 7 3 0 

9月 9 8， 2 5 5 6 0 6， 0 8 2 

1 0月 8 5， 1 4 3 6 3ス16 6 

1 1月 7 5，6 5 9 6 6 5， 8 6 1 

1 2月 1 4 6， 0 0 0 1， 2 4 5， 3 6 0 

1月 4 矢 9 3 2 6 3 1， 6 8 6 

2月 6 8， 0 6 9 9 9 2， 6 8 5 

3月 6 2， 8 8 2 9 8 6， 3 6 4 

計 1， 0 2 2， 0 4 7 ス95 0， 7 2 3 

-25-



労働費

事 業 名 事 業の概 要 事 業 費 成 果

円

労 働者福祉対策 事 業 中小企業 における福利厚生 5 2 6， 0 0 0 労働行政推進にあたり、 基礎資料の収集と現状把握のため、事業

K関する実態調査 所における従業者のための福利厚生に関する実態を調査 し、報告書

を作成した。

勤 労 者福祉活 動 補助 7 0 0， 0 0 0 日野勤労者福祉協議会に活動費の一部を補助することに より、市

内勤労者の社会的、文化的地位の向上と、福利厚生の増進忙つと め

7こ。

、咽

-26一



匡盛乏担 業 費

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費

円

農業振興対策事業 日野市生産緑地 6， 5 6 5， 0 0 0 

保全奨励事業

申請件数 8 9件

指定面積 4 3，3 0 0 m2 

筆 数 1 5 4筆

成 果

農地の宅地並課税に ともない税 の減額措置の適用をう けら れない

部分の A ・B農地を所有するものに対して要綱に基づき生産緑地保

全奨励金を交付 し営農意欲の高揚をはか り、緑と空間を保ち健康で

快適な生活環境の確保K寄与した。

東京都優良集団農地育成事 I 1 2， 7 5 0， 0 0 0 

業 | 東京都補助金

指定面積 8. 6 It-α 8，500，000 

市補助金 4，250，000 事業種目 ①生産資材の

購入

②農機具の購

入

③農業用構築

物

面的なつながりをもっ面積 1μ以上の農地を優良集団農地に指定

し、 7年間保全協定を締結することに よって、農業の近代化、装備

の促進をはかり、都民生活に直結する生鮮野菜の供給と緑地の保全

のため、都市と調和した近代農業経営の安定に寄与した。

事成育全保地緑産生市野日

業
6， 0 0 0， 0 0 0 

鉄骨ビニールハウス

?件

生産資材の購入 8 件

都市近郊農業 K適した施設園芸農業の推進及自立志向農家の確立

につとめ、生産の向上、品質改良、規模の拡大等沈貢献した。

農業用水路維持管理事業 4， 0 0 0， 0 0 0 生活排水路化してきた現在の農業用水路の維持管理は、水質汚濁

の著しいなかで大変苦慮、されている状況であり、農業者の減と相倹

って、水田 の畑地変更等の理由で取水、配水 について数々の困難を

招いている現状であるため、 8用水組合K対し通水に要する経費の

一部を補助して正常な用水路としての維持管理につ とめた。
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円

産業まつ り 5 0 0， 0 0 0 都市化の進む中で、農業者が年間をとおし鋭意努力した成果を一

(農産物展) 堂にあつめ、優良な各種農作物を展示し、農業の総合的振興、発展

をはかるとともに優良作品を厳正な審査を経て表彰した。又、市内

産の新鮮な農作物等を市価より安く即売して一般消費者に大歓迎さ

れた。

野菜即売(朝市)事業 3 9 4， 0 0 0 市内産の生鮮野菜類の即売を日野、七生両農協の青壮年部の協力

をえて、毎月末の土曜日に市内ニケ所で開催した。

烏害防止対策事業 4 0 1， 0 0 0 自然環境保護のうえから近年野鳥類の繁殖が著しく、農作物、特

に豆類、果実類の被害が頻発しているので、予防措置として防鳥

(雀)網の設置を指導して大きな成果をあげている。

農業後継者 育 成 事 業 2 0 0， 0 0 0 意欲的に農業経営を継続するためには、後継者が必要であるので

両農協に対してこれ等の育成を目途とした事業を依頼した。

農業近代化資金利子補給事 1， 4 0 8， 0 0 0 農業近代化資金の助成法により、農業者が規模拡大及び機械によ

業 る経営安定をめざして積極的に農業近代化資金の導入をはかった場

合に、その借入金陀対する利子補給をおこなう事業であって、年

役 5%の利子のうち都が 3~ぢ、市が 2 労を補助して農家の利子負担

を軽減すると同時K自立農業経営の推進をはかった。

災 害 復 旧事業 豊田用水堰改修工事 1 4， 7 2ス000 昭和 5 4年 1 0月 1 9日の台風 2 0号により、豊田用水取水堰が

①頭首工 乙=20m 都補助金 倒壊し取水不可能になった。よって、災害復旧事業の適用を受け工

②根固工 1 4，653，365 事を実施した。c一位=1 7 4個 一般財源

0.5 OX3単位= 32個 73，635 

③蛇箆工 2 1本

円。
門
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円

河 川 応急対策事業 日野用水取水堰改修工事 1 5， 4 6 4， 0 0 0 日野用水取水堰頭首工ゲー ト3門が操作不能となり 、

既設トピラの塗装 都補助金 この操作不能は河川の安全対策面、又、取水の安全面等より どうし

油圧機器取付け 1 2，304，000 ても改修する必要があり 、河 川応急対策事業により改修 した。

操作台フレーム作成 一般財源

ろ，160，000 

。，
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商 工費

事 事業の概要 費 果事 業業 名 成

商工振興対策費|商庖会所有灯電気料補助金 5 5スo0 0 

円

商業振興のため、市内の商底会の維持管理している街路灯の電気

料の一部を補助し、明るい商底街のイメージづくりに寄与した。

商工会補助金 5， 0 0 0， 0 0 0 日野市商工会が、市内の商工振興を目的として行う諸事業及びこ

れに伴う諸経費の一部を補助し、経営改善、普及、及び一般事業の

経費に活用され、商工振興に役だった。

産業まつり商工展示会補助

金

5 0 0， 0 0 0 日野市商工会主催で、 1 1月 5日，..._， 4日の二日間にわ たり開催さ

れた第 12回日野市産業 まつり商工展の経費の一部を補助し、本事

業の目的達成に大きく寄与した。

中小企業事業資金貸付利子

補給

1， 3 5 4， 8 3 0 市内の中小企業者の育成と振興をはかるため、無担保による事業

資金の融資のあっせんを行い、これに対し、利子補給を実施した。

豊田駅周辺商庖街経営診断

補助金

5 0， 0 0 0 地域の中小小売商業の近代化を推進するための調査事業を都、市、

商工会の共催により実施し、その経費の一部を補助した。その結果、

「国鉄豊田駅周辺地区商庖街」の経営診断を行い、商業環境の実態

把握と大型庄の影響等を調査した。

観 業 | 日野観光協会補助金 5， 0 0 0， 0 0 0 光 事 観光理念の普及と観光産業の発展を通じて、都心近くに観光資源、

を有する日野市の姿を広く P.Rするため、日野観光協会の事業費の

一部を補助し、観光日野の意識高揚につとめた。

日 野 市 観 光 ま つ り 1， 5 0 0， 0 0 0 第 13回日野市観光まつりは、第一部「写真 コンクーノレ j、第二

部「高幡不動尊菊まつり jを開催し、両事業とも多数の参加者、観

覧者を集め、観光日野の姿を広く P.Rした。

nu 
之
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円

消 費生 活対策事業 消費者教育講座 8 0， 0 0 0 消費生活対策事業として、 4回の消費者教育講座を開設した。

内容は「おもちゃの病院J3回、 「化粧品公害J1回を設けたが、

それぞれ多数の参加者を得て、消費者保護に多大な成果を上げた。

消費者団体連絡会補助金 5 0 0， 0 0 0 日野市消費者団体連絡会では、 「くらしの省資源」をテーマとし

て、 「消費者展jを 11月 17日(土)--1 8日(日)の二日聞に

わたり開催し、同時開催した「日野市産業まつり j と共花、一般市

民の多数の来場を得て、成功理に終了した。その他に「一般消費税j

「遺伝毒性J等について、学習会を開いた。以上のような活動K係

る経費の一部を補助した。

之
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土 木費

事 業 事 業 の 概 要 果名

道路整備事業|道路新設改良事業

日野 77号線他 5路線

舗装新設事業

新井 7 0号線他 2 3路線

側溝新設事業

上ノ町 1号線他 1 2路線

道路補修事業

蘭沼 4号線他 2路線

舗装補修事業

補助 13号線他 5路線

側溝補修事業

豊田 47号線他 4路線

事 業 費

円

9 8， 6 1 0， 0 0 0 

5 9， 9 9 0， 0 0 0 

4 8，8 2 5， 0 0 0 

5， 8 7 0， 0 0 0 

4，2 5 0， 0 0 0 

9， 8 7 5， 0 0 0 

成

道路の新設、改修、補修及び舗装新設等の事業を実施した事によ

り、交通、輸送路の整備はもとより、住民の生活環境の保全整備を

はかったの

橋梁整備事業|橋梁新設事業

道場橋他 2ケ所

橋梁補修事業

一番橋及び滝合橋橋脚補

修

6， 7 8 5， 0 0 0 

1 5， 5 0 0， 0 0 0 

橋梁の補修により橋の拡幅等生活用道路としての改善をはかった。

用水路整備事業|上回用水路改修他 24件 1 0 5， 8 4 4， 0 0 0 都市化とともに、流水機能が減退しつつある中小河川を整備し、

降雨時の災害を防止するとともに、生活環境整備をはかった。

河川 整備事業 |根川改修(その 1、その 2) 6 9， 5 5 0， 0 0 0 準用河川整備事業として、水害の防止、利水面の整備をはかると

ともに、生活環境整備を行った。

街 路灯整備事業|街路 灯新設

新 設 9 6灯 1 0， 4 5 0， 0 0 0 

街路灯を 96灯新設し、住民の生活環境の整備につとめた。

内
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事 業 名 事業 の概要 事 業 費 成 果

円

道 路 管 理 事業 道路台帳整備 道路台帳を整備 し、公共事業及び道路管理の適正化をはかった。

測量委託 1 0， 9 0 0， 0 0 0 

旧公図補修 9 0 0， 0 0 0 絵図の整備、保管をはか った。

測量委託 南平豊田地区他 2件の測量を実施し、道路管理区域の明確化をは

南平豊田地区他 2件 2， 2 9 0， 0 0 0 かった。

下水道整備事業 多摩川第 2排水区排水管埋 日野駅付近の浸水防止対策を施すため国道 20号線を横断 し既設

設工事 1 5ス50 0， 0 0 0 の排水管 まで導水する事業で、完成は昭和 56年 1月の予定で現在

シールド工 事業進行中である 。 (債務負担行為)
乳~m ηl 

① 1 8 0 0 L= 3 1 5.9 

特殊マンホール設置工

1か所

管布設工

① 1 8 0 0 L= 3 6.1 

浅川南第 2排水区管渠埋設 東京都施行の日野都市計画道路 2.2.6号線内埋設する管渠の一部

工事 5 1， 8 7 0， 0 0 0 で、道路築造にあわせて昭和 53年度から樋管及び管渠事業を行っ

管布設工 ている。

0) 1， 6 5 0 L= 1 2 4.7 今事業の完了に よって幹線路は接続されたので浸水の防除を図れ

推進工 た。

① 1，65 0 L=2ス0

マンホール設置工

ろか所

スdスJ
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円

浅川北第 1排水区排水管埋 ろか年事業の初年度で、西平山 5丁目 の豊田団地 の浸水防止のた

設 Lその 1)工事 3 1， 5 0 0， 0 0 0 めの抜本的排水事業である。

管布設工 引き続いての事業実施によって、周辺も含めた面積約 33. 6 A-αの

の12 0 0 L=7ス4 排水が可能となる。

① 1 3 5 0 L= 4 0.0 

矩形渠布設工

1200x1200 

L= 2 3.0 

ろ号マンホール設置工

2か所

特殊マンホール設置工

2か所

ボックスカノレノζート

舗 装

都市 言十 画 事 業 都市計画道路基準点測量及 堅牢構造物の建築の申請及び都市計画道路事業等施設にかかる申

び平面図作成 8， 7 0 0， 0 0 0 請地の都市計画施設の位置を指示するために行った。

対空標識、細部対空標識

設置

日野市全域撮影

簡易水準測量

現 地 調査

空中ニ角測量

細部図化
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事 事業 の 概 要 業 費 果業 名 事 成

都市計画住民情報統計算出

業務

システム設計説明書

住民情報マスターファイル

住民土地建物情報マスター

4， 5 0 0， 0 0 0 

ファイノレ

集計表

報告書

円

日野市における都市計画の観点から住民情報を正確に知ると共に、

土地 ・建物及び住民の 3つの側面から総合的な都市計画統計数値を

算出して、現況を把握し 、将来Kわたる都市計画策定のための基礎

資料とした。

都市計画情報図化処理業務

集計表及び報告書

200部

2， 0 5 0， 0 0 0 

各種図化 一式

都市計画情報システムの一環 として、住民情報統計算出業務委託

の資料をゾーン別にデジタル表示させ、又、情報単位ごとに図面表

示し、一般的 K理解してもらうことを目的として、報告書を作成し

緑のマスタープラン策定業務

報告書

3， 3 5 0， 0 0 0 

た。

現況調査図面

解析評価図面

3 4枚

2 2枚

都市計画区域における総合的都市環境整備の一環として、自然環

境の確保、都市公園の整備、及びオープンスペースの確深に対処す

るために、長期的な視野Kたって、環境保全、 レクリェ ーション施

設、防災等の視点から有機的な緑地量の確保と系統的な緑地配置計

画を定め、緑豊かな魅力的都市づ くりに資するこ とを 目的とするも

のです。

公園 緑 化 事 業 |日野中央公園植栽事業 6 9， 7 2 0， 0 0 0 

公園面積 2. 0 '"α (財源内訳 )

高木植栽 7 4 3本 国庫支出金 10，000，000 

低木植栽 8，484本 都支 出金 1，400，000 

4之..... 張 4，5 0 3.9 m2 
地方債 5ス000，000

藤 棚 1ケ所 一般財源 1，320，000 

遊具、便所、案内板等

市庁舎と 一体化された市民の広場として、 また、周辺住宅地にお

ける緑の中心的役割を果す公園と して整備し 、子供達には自由な遊

び場として、家族づれには憩の場となる様配慮 した。

本年度工事は、昭和 52年度からの継続事業の完成年度にあたり、

植栽工事が中心となっている 。

に，
v

之
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事 事業の概要 果業 名 事 業 費 成

日 野緑地用地買収

買収面積 8，582 m2 

1 9 0， 3 9 9， 5 6 7 

(財源内訳)

地方債 18 0，8 0 0，0 0 0 

一般財源、 史599，567

円

日野台地斜面K存在する日野緑地は、都市環境、影観を構成する

上で極めて重要なものであるが、これが個人所有地のために、近年

宅地造成等Kより破壊される危険が高まっている。これを防止し、

自然環境保護を計ると共K、緑地として整備し環境保全に努めるた

めに買収を行った。

多摩平第 1公園改修工事

舗装工

ダスト A= 1445 m
2 

コンクリート A= 37m
2 

コンクリートプ、ロック積工
ηt m 

H= 0.2 J.乙=296

集水桝工 1 5基

芝 張工(野芝)

A=3598m 

植栽工

高木 9 1本

低木 1，468本

8，2 5 0， 0 0 0 野球場の芝生を張り変え周囲をダスト舗装とし、周辺の植栽地を

カラーブロックで土留めし、また花木を中心に植栽した。

これにより野球場のまわりは朝夕ジョッキングを楽しむ市民が多

く見られ、また花木を中心とした植栽地をお年寄りの人達が散策し

ながら楽しんでいる光景 も見られ、地域住民のスポーツといこいの

場に変った。

多摩平第 1緑地整備工事

伐採工

伐採・伐根工

芯止め工

植栽工高木

1 2本

4本

5 7本

1 1 2本

2， 4 2 0， 0 0 0 東豊田緑地保全設計十て基づき、明るい二次林にするため、風に弱

く、また繁植率が高く、他の樹種を駆逐するニセアカシアを伐採、

伐根及び芯止めをし、そこ Kくぬぎ、こならを主とした雑木類を植

栽し、本来この地域の植生である二次林を復元した O

遊 具増設工事

プランコ(大型 2人用)

(駒形公園) 1基

3 1 0， 0 0 0 駒形公園の遊具施設が不足しているので、ブランコ 1基設置し、

遊び場をさらに楽しくした。
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事 事業の 概 要 業 費 果業 名 事 成

多摩平第 6公園土留外柵工

事 3， 5 5 0， 0 0 0 

同知プ、ロック 積土
ηl m 

H = o. 8 6 --1. 2 3 

土留工
m ηz 

H = o. 4 7 L= 1 5. 2 

緑石工

舗装工

η1 

L=ち1

A=9.もm

フェンス設置工
ηl 符1

H= 0.6 L= 1 4 0 

ロープ柵工
η1 

H= 0.4 

植栽工高木

低木

ηz 
乙=1 0 3.2 

1 7本

2 0本

地被類 A=60m
2 

円

公園整備計画の一環として、法面がくずれて危険なか所の土留め

と外側の整備、樹木の補植を行った。

また、第 1緑地内の歩道を整備し、まわりにサツキ、ゴンズイ、

マユミ、ミツバツツジ等花木を植栽し、道行く人々の目を楽しませ

ている。

おくやま公園法面復旧工事 4 8 0， 0 0 0 

乱杭工

案内板

m 
乙=1 0.0 

1基

植栽工高木 24本

低木 5 0本

台風で法面がくずれ危険なため、乱杭工により法面崩落防止をは

かり、また、法面緑化として高木、低木を植栽し、利用者の安全と

景観を良くした。

また、初の試みとして、植栽地の一部を秋の七草を中心とした野

草園にしたところ、市民から大変よろこばれ、今後の公園施策のひ

とつとしたい。

公園内圏内灯設置工事

豊田公園 2基

緑 が 丘 公園 1基

芙蓉公園 1基

1， 3 7 0，.0 0 0 5公園K圏内灯を設置し、安全で明るい公園忙した。

7
f
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事 業 名 事 業の概要 事 業 費 成 果
， 

-ー一
円

緑の登録 緑の保護K対する市の姿勢はかな り市民K浸透し、この登録制度

登録件数 1 8 0件 1， 2 1 2， 0 0 0 も一定の評価を得て いる。 また、地域に よっては、登録樹林内を自

樹木 件数 9 2件 発的に清掃しているのが見受けられる。緑を市民の共有財産 とし て

樹種 2 0種 大切に守ろうという意識が年々強くなってきているよ うである。

数 257本

樹林 件数 88件

面積 648，184
m 2 

緑化用樹木 ・苗木の配布 市民配布は、従来の方法を改め、パネル展 L我が家の緑)、 即売

配布総数 会、園芸相談コ ーナ一等の催しとあわせて行ったため、参加者も 多

2 7種 1 5，8 2 1本 4， 8 3 5， 0 0 0 く盛大であ った。 また、緑化意識の向上、市民団体の協力などのう

。市民配布 えでも成果は大きく 、市の大きな行事のーっ とし て定着 し得たと 思

樹種 スモモ等 8種 われる 。

数 ス580本

。施設、団体、事業所配布

樹種 ハナミズキ等

2 0 手重

数 4，56 2本

。関係長果直営植栽工事用

樹種 サツキ等 1 0種

数 3，589本

Q
υ
 

弐
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事 業 名 事業 の 概 要 事 業 費 成 果
-

円

菊 苗 の 配 布 義務教育におけるカリキュラムの見直し等で、最近各小学校が情

配布総数 1 6，4 1 9本 3 0 0， 0 0 0 操教育に一層の取り組みをみせており、菊の栽培は盛んである。

配布品種 タマギク 老人クラブ陀おいても、 34団体で菊づくりを楽しみ、秋の展示

ポットマム
会も盛況であった。

スプレーギク

市民配布 3，078本

施設配布 8，367本

老人クラブ 3，879本

官JT，嘉業所 1，095本

ー

施 設 の 緑 化 公共施設に緑を増やすととも陀、市民が楽しめるよう、花木等を

植栽、樹木等 1，85 6本 1， 0 0 0， 0 0 0 主体Kきれいな公共施設のイメージづくりに留意した。

(多摩平支所、七生支所、

南平体育館、中央福祉

センター)

旭が丘グリーンベルト緑化 6， 8 5 0， 0 0 0 神明上グリーンベルトと同じ考え方で緑化を行ったものであり、

緑化面積
符L2 

都市景観、花見、散策路等、地域住民にたいへん喜ばれている。2，864.6 

植栽樹木 3，280本

一之+1-ー 990
m 

花 壇
m 
z 

3 0 

日野の動物ガイドブックの発 日野の植物ガイドブックの姉妹編として発行したものであり、市

千ヲ 3， 8 5 0， 0 0 0 民、関係者から大変好評を得ている 。

発行部数 2，000部

。〆スu



事 名 果業 事業の概要

菊 の栽培と指導

栽培 古 典 菊 5 3品種

盆 養 7 9品種

夏 菊 4品種

その他(小菊)

1 0品種

指導

講習会 2 回

実地指導

期間 通年

人員 800人

事 業 費 成

2， 5 0 0， 0 0 0 

円

市の花菊の普及活動もろ年目を迎え、市民の中にかなり定着した

と思われる。秋の展示会を楽しみにしている市民も多く、特に古典

菊の愛好家が増えている。

秋の文化祭には、菊友会の菊花展、老人クラブの菊花展とあわせ

て、市の菊花展示は欠かせないものとなっている。尚、駅頭や官舎

への花の貸 し出しも市民から好評のようである 。

樹 木の育成

樹木数

樹 種

2 1， 5 8 0本

6 3種

1， 9 3 0， 0 0 0 育成した樹種は、公共施設の緑化や市民、事業所等への配布等に

活用している。今年度は、土木課の道路、河川改修にともなう緑化

や公園への花木を主にした緑化Kも従来Kなく多量に利用された O

川原付市営住宅建替事業 木造平家建を PC造 3階建

に建替える の

第 1期 1棟 19戸

第 2期 1棟 24戸

地区センタ-

1棟

2 0 2， 3 5 9， 0 0 0 

(内訳)

第 1期 11 6，2 4 2，0 0 0 

第 2期 86，11ス000

老朽化による危険や生活基盤の劣悪化を解消すると共に、収容能

力の増加をはかるため、昭和 53年度より J11原付団地、市営住宅の

建替に着手 した。昭和 54年度事業 としては、昭和 53年度より 繰

越された第 1期工事 1棟 1 9戸を完成し、昭和 5 4年度~昭和

5 5年度の 2ヶ年で施工する第 2期工事 1棟 2 4戸を建設した。

-40ー



道路新設
及び改修

側溝新設

道路舗装 旬、州制

-41-



用排水路整備

河川改修

用排水路整備

河川改修

橋梁整備 ム
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;自 防 費

事 業 費 果事 業 の 概 要 業名 事 成

円
3 2 5， 0 0 0 I 昭和 54年 12月 29日、 30日の両 日、消防団員全団員出動に

よる市内の歳末火災事故予防特別警戒を実施し、年末の火災事故防

止につとめた。

消 防 事 業|歳 末 戒

出 初 7 2 3， 2 4 0 式 昭和 55年 1月 13日新春をかざる恒例の日 野市消防団出初式を、

日野市立日野第 1小学校々庭において、味岡消防総監をはじめ多数

の来賓をいただき全団員の規律と消防力全機能を一向に結集し、盛

大に挙行された。

消防操法審査会 3 0 8， 6 0 0 昭和 54年 10月 21日第 6回消防操法審査会を、旭が丘 3- 1 

- 1東芝 日野工場内において実施した。消防ポ ンプ車 8台、可搬式

ポンプ 16台、 消防団 24部が参加し、日頃の訓練の成果を競い、

消防技術の向上と志気の高揚につとめた。

消防 施 設 整 備 事 業 | 消 防 水 利 整 備 事 業 6， 6 4 8， 5 1 5 消火活動の中心となる市内 1，1 1 5基 の消火栓の維持管理を行う

ととも K、新設 9基を設置し、地域防火設備の拡充につとめた。ま

た、消防水利標識設置にあ っては新設、取換 60本を設置し、火災

出動の緊急進路案内につとめた。

消防器具置場改修事業 2， 8 0 8， 4 1 0 消防団第 1分団第 1部の器具置場の増築はじめ、第 2分団第 3部

の火の見櫓塗装工事外 4件の改修工事を行い、消防施設の整備拡充

につとめた。
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円
消防車両・器材整備事業 3， 7 0 9， 8 0 0 小型動力ポンプ積載車 1台を購入し第 5分団第 5部に配車した。

また、小型動力ポンプ購入にあっては、第 2介団第 5部及び第 3分

団第 4部に配置し、地域の消防強化につとめた。

雨量計購入にあっては水害防止策につとめ、防災無線は、土木課

貨物車に取り付け、災害拡大防止につとめた。

災害対策 事業 災 笠Eコ三 出 動 3， 0 0ス200 昭和 54年度災害件数 57件が発生し、内建物火災 28件、枯草

火災 21件、車両火災 4件、風水害 4件、風水害中には台風 20号

K見舞れ市内全域にわたり大きな被害を受け、団員半数近くの出動

を要請し災害防止、援助復旧につとめた。なお、本年度出動団員延

2，0 5 4名が出動し ‘住民の貴重な生命、財産を災害から守り、そ

使命を果した。

水 防 ヨ11 練 3 6 6， 2 0 0 昭和 54年 6月 10日、東平山 1丁目 7番地先浅川左岸滝合橋下

流 10 0 m地点浅川河川敷において日野市消防団及び日野消防署、

救出動隊 16 2名が参加し合同水防訓練を実施した。各種水防工法

を体得し、また、技術の向上及び志気の高揚をはかり、水防態勢の

万全を期した。

-・

防 災 ヨ11 練 5 4 6， 0 0 0 昭和 54年 9月 1日「防災の日」を期して、南平 1丁目 10番地

一帯において、市及び各関係防災機関の参加を得て日野市総合防災

訓練を実施した。これは災害対策基本法、日野市地域防災計画の運

用の習熟化をはかるとともに、参加した多くの住民を通じて防災意

識の高揚につとめた。
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教 育 費

事 名 事 業 の 概 要 成業 事 業 果費

円.
学校建設施設整備事業| 東光寺小学校新築 I 4 7 2， 7 2 5， 0 0 0 - I 都市化による人口の増加とそれ K伴う児童 ・生徒の急増に対処す

(53---54年度国庫債務負担) I財源内訳 |るため、東光寺小学校、三沢台小学校、大坂上中学校の新築をはじ

鉄筋コンクリート造 5階

4， 3 71m2 

普通教室 1 8 

特別教室 5 

国庫支出金 187，419，000Iめ、第 2小学校、平山台小学校、百草台小学校(公団買収)の増築

都支出金 19，9 9 2，0 00 Iを実施した。

地方債 105，7 00，000 

一般財源 15 9， 6 1 4，0 00 

三沢台小学校新築 124ス17ス000

(54---55年度国庫債務負担) I財源内訳

鉄筋コンクリート造 4階| 国庫支出金 146，154，000

4，5 53m2 I 地 方 債 78，800，000

普通教室 1 8 I 一 般財源 22，223，000

特別教室 5 

三沢台小学校暖房設備 1 4， 9 7 8， 9 3 7 

財源、内訳

一般財源 14，978，937

大坂上中学校新築

(54---55年度国庫債務負担)

鉄筋コンクリート造 4階

5. 3 38m
2 

普通教室 18 特殊 5

特別教室 10 特殊 3

1 4 ~ 0 9 ~ 0 0 0 

財源内訳

国庫支出金 8ス581， 000 

都支出金 1， 4 00，0 00 

地 方 債 50，100，000 

一般財源、 ス009，000

大坂上中学校併行防音 6 6， 2 2 1， 0 0 0 

財源内訳

国庫支出金 65，349，817

一般財源 871， 183 
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事 業 名 事業の 概 要 事 業 費 成 果

円
第 2小学校増築 3 4，6 7ス000

鉄 骨 造 階 財源内訳

3 19m2 
国庫支出金 11，946，000 

普通教室 2 地 方 債 5，500，000

特別教室 一般財源 η231， 000

平山台小学校増築 8 2，6 0ス000

鉄筋コンクリート 3階 財源内訳

7 75m2 国庫支出金 50，252，000

普通教室 8 地 方 債 23，800，000

一般財源 8，555，000 

平山台小学校併行防音 6，4 7 6， 0 0 0 

財源内訳

国庫支出金 6，43ス000

一般財源 39，000 

百草台小学校増築 1 9， 7 8 4， 0 0 0 

(公団買収) 財源 内訳

鉄筋コンクリート 4階 国庫支出金 13，178，000 

地 方 債 6，200，000

一般財源 406，000 

東光寺小学校屋内運動場新 5ス51 8， 0 0 0 新設校の開校に伴って、東光寺小学校に屋内運動場とプールを新

築 財源内容 設した。これにより、体育授業を支障なく、実施することができる

(53--54年度国庫債務負担) 国庫支出金 11， 081，000 ようになり、教育内容の充実と教育施設の整備をはかることができ

鉄 骨 造 7 60m
2 

地 方 債 24，100，000 Tこ。

一般財源 22，33ス000
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事 業 名 果事業 の概要 事 業 費 成

東光寺小学校プール新築

鋼板製

大プール 25mX11m 

小プール 10m X 5 m 

円
5 0， 6 5 0， 0 0 0 

財源内訳

国庫支出金ス068，000

地 方 債 40，300，000

一般財源三282，000

三沢台小学校用地取得

1ス796m2 

1， 0 7 8， 7 0 5， 0 5 3 

財 源 内 訳

母体校である第 8小学校のマンモス化とプレハプ解消のため、三

沢台小学校の用地買収を行った。

国庫支出金 72，354，0001 第 2小学校については、校舎増築K伴って校庭が狭くなったため

地方 債 965，500，0001 プール用地を確保し、教育施設の充実をはかった。

一般 財源 40，851，053

第 2小学校用地取得

1， 3 37m
2 

1 6 1， 6 9 2， 0 2 8 

財源内訳

国庫支出金 12，4 37，000 

地方 債 1 32，300，000 

一般財源 16，955，028

教育振興、私費負担

軽減事業

小学校 6年生日光移動教室

兼修学旅行

市負担額

1人 2， 5 0 0円

ス549，980

中学校修学旅行 I 5， 4 3 1， 2 6 0 

市負担額

1人 2，5 0 0円

校外の自然や伝統文化に直接触れさせること Kより児童・生徒の

社会的視野を広げ共同生活を通して、人格形成をはかることができ

た。また、日光の移動教室及び修学旅行の私費負担を軽減し、教育

振興につとめた。
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事 業 名

社会体育振興事業

事業の概要

卒業記念品贈呈

就学 援助 事 業

公立学校教育研究会

科学センター

持 ι
弓子 校 関 放

事 業 費

円
4， 9 3 8， 4 6 0 

1スo3 5， 7 1 6 

1， 5 1 8， 0 0 0 

1， 5 0 0， 0 0 0 

1 0， 9 5 9， 6 3 0 
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成 果

小・中学校卒業者に記念品を贈った。

小 学 校 2， 3 3 0人

中 学校 1， 9 3 1人

要保護 準要保護

小学校 146人 8 1人

中 学 校 562人 172人

各研究部会(幼稚園 6部、小学校 2 0部、中学校 18部)で自

主的な組織を編成し、理論面、実践面の研究、他地区及び学校の

視察、会員相互の授業研究等多彩な研究を行い、共同研究組織と

して、多大な成果を上げることができた。

児童の科学に対する興味を伸ばし、学習意欲の高揚と充実につ

とめた。

区 分 小学 校 L会ぞ斗子.L.， 校 中 でAふ子4一与 校
北部科学センタ}南部科学センター 科学センタ

所在地 第一小学校 程久保小学校 七生中学校

指導員数 1 6人 1 9人 1 1人

児童数 4 0人 4 4人 3 5人

指導回数 2 0回 2 0回 1 0回

学校数 9校 ?校 6校

小・中学校の校庭、体育館、プールを一般市民に開放し、 T人

でも多くの市民がスポーツに親しめる場所を提供した。今年度は、

平山台小学校を新たに開放し、小学校 17校、中学校 6校の開放

を実施し、社会体育の振興に大きな成果をあげた。



事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円
学 校開放施設の整備 4， 7 3 0， 0 0 0 第 4中学校校庭K防球網を設置し危険防止につとめると共に、第

財源内訳 1中学校校庭のナイター照明改良工事を実施し、市民の利用しやす

国庫支出金 395，000 い施設として学校開放が更に充実発展した 。

一般財源、 4，335，000

社会教 =円~ 事 業 。地域子ども会の育成

地域子ども会においては、学校や家庭では体得できない独自の

意義がある。年令の異る縦のつながりの集団もその一つであり、

そこには役割分担、協同意識、先輩、後輩といった社会生活の言11

練の場がある。子ども会の充実を期するため、ジュニア・リーダ

一及び育成者の養成(補助金1， 2 0 0， 0 0 0円)他、子どもスポ

ーツ大会事業委託等を通じて少年教育の地域活動の自主的発展を

はカ=っ 7こ。

少 年 教 =円白 2， 6 0 5， 6 6 0 o少年キャンプ村

平山城祉公園町、の京王研修センター敷地を借用し、テント 12 

張、炊事場、トイレを仮設し、希望する子ども会へ利用開放しむ

宿泊にあっては 1泊 2日の連日開村のもと、 16日間、延べ 21 

団体、 85 1人の入村を数え、子ども及び育成者相互間の交流を

はかった。

なお、この期間中ジュニア・リーダー宿泊講習
8 2名‘}カ、

中学生キャンプ 1 1 5名

参加した。
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事 業 費 果事業の概要 事業 名 成

青 年 4， 8 4 0， 0 0 0 十{円教

円
。青年層への学習の機会及び仲間作りの場として、青年講座(青

春コース、陶芸コース)、アコーデイオン教室、人形劇講座、障

害者青年学級、第 12回青年講座(国際情勢に強くなろう)を開

設した。

。青年フェスティバルを実施し、青年のもっているエネルギーと

バイタリティーを存分に発揮し、青年相互の連帯を深める場を提

供した。

。成人式、大人になったことを自覚し、白から生きぬこうとする

青年を祝い励ますため K成人式典を挙行した。

該当者 2，4 1 8名参加者 974名

成
古
田
内 2， 1 5 2， 8 0 0 教人

。婦人学級(第 1期=日本の女性史コース・第 2期=今から考え

るあなたの老後コース)、婦人学習ク。ループへの講師派遣・テレ

ピ市民セミナー(文学への招待・第 1期=平家物語の世界・第 2

期=世間胸算用)、ことぶき大学(講演、実技、野外教室)、成

人講座(健康コース)等を開設し、市民の学習要望にこたえた。

また、市民講座(憲法の歩んだろ 0年)の開設、陶芸ガマの貸

し出し、陶芸教室の開設を行い、市民の学習の場の拡充をはかつ

Tこ。

文 祭イヒ 2， 3 5 4， 3 2 0 

。第 17回市民文化祭は 10月 21日---1 1月 18日まで市役所

本庁舎、七生公会堂、中央公民館、福祉センター中央会館、湯沢

会館、高幡会館、社会教育センタ一、小学校体育館などを利用し

て、 24種目が開催され、多数の参加者、観覧者を得て、市民の

文化交流が図られた。

nu 
に
.u



事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円
o調査活動

神明上遺跡 16地点、七ツ塚遺跡 1地点、落川遺跡 1地点及び

文 イヒ 財 保 護 3ス91 1， 1 6 0 東光寺小学校プール建設予定地の発掘調査を実施、他報告書作成

作業を実施した。

o普及活動

指定文化財説明板 4カ所の整備と 1カ所の補強を行った。

。家庭教育通信講座

2歳以上の未就学児全家庭へ家庭教育の学習教材を年 4回発送

するとともに、通信教育の一方通行を補う目的で 4回のスクーリ

ングを開催し、市民の学習要望Kこたえた。

o家庭教育学級

家 庭 教 =再血 5，0 6ヌ430 小・中学校 22校へ委託開設した 。学習内容は各校独自のプロ|

グラムにもとづき実施された。

o幼児の親子教室

3歳及び 4歳の親子各 20組を公募し、 3治 4日のサマースク

ールを中心V'e8回開設し、親の子どもを見る目を養うとともに、

子どもの行動から個々の幼児K応じた適切な指導法を学習体得し

ナこO

市民の教養、文化及び余暇活動として各種教室を開き、市民相互

の連帯を深める場を提供した。

料理教室 ?回 360人 編物教室 5回 15 0人

やさしい自動車教室 3回 9 0人 写真教室 ろ回 9 0人

公 民 館 活 動 7 8 0， 5 3 0 映画会 2回 18 0人 ベン習字教室 17回 680人

囲碁教室 1 0回 60 0人 切り絵教室 3回 9 0人

話し方教室 5回 15 0人 園芸教室 3回 9 0人

緩かど教室 ろ回 9 0人 紙人形教室 3回 9 0人

着付教室 ヲ回 360人 A口』 計 3， 0 2 0人
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円
高幡図書館新築 3 1 6， 1 5 0， 0 0 0 施設と蔵書を拡充して、成人及び児童に対するサービスの充実を

敷地面積 1， 0 86m2 財源内訳 はかった 。 5月 1 1日(日)の開館日には、 1日で 2，0 0 0人の市

建築面積 583 m
2 

国庫支出金日000，000 民が来館し、 4，6 0 0冊の本を貸出した。旧館時代に比べ、約 4倍

延床面積 1， 3 58m
2 

地 方 債17 9， 4 0 0， 0 0 0 の利用増加となり、今まで図書館を利用したことのなかった市民が

構造 鉄筋コンクリート 一般財源円750，000 多数来館し、毎日大変な賑いをみせている

地上 2階

地下 1階

日野図書館改修 2 4， 7 1 5， 0 0 0 施設と蔵書を拡充して、成人及び児童に対するサービスの充実を

旧日野郵便局舎を改修、 1 はかった。 5月 18日(日)の開館日には、雨天忙もかかわらず、

階を図書館として使用 1日で1， 0 0 0人が来館し、 2，2 0 0冊の本を貸出した。旧館時代

1階床面積 2 33m: に比べ、約 2.5倍の利用増加となって、好評を博している。

延床面積 422 m
2 

日野図書館開館にともなって福祉センター図書館は廃止した。

日野郷土かるたの発行 2， 3 5 2， 0 0 0 発行以前から新聞等でもとりあげ、広範囲な人々から大きな注目

発行部数 4，9 0 0部 をあびていた。小学校 6年生全員 K発刊を記念して、 1部贈呈し、

(約 2，6 0 0部)、他はすべて有償で配布したが、大変評判がよ

く2週間ですべて売切れとなった。

楽しみながら、郷土を知る上で、手頃な資料として役だっている。

ηノ-「。



都市計画事業特別会計



事 業 名 事業 の概要 事 業 費 成 果

円
神明上土地区画整理事 1 3 3 lα 9 6 0， 7 2 2， 5 8 1 工 事 2 5件

業 舗 装…......…・・・・・・・・・・・・…・・・ 3 1， 573 m2 

L型溝工…………・・・・・・・・・…・・・… 86.4m 

土留工 h (1. 1 --3. 8 m) 

プロック 積
1 4 0.7 m 

間 知 石 積

ボックスカルバード・・・・・・ 31 m 

( 2. 0 0 X 1. 5 0) 

管 渠 工 ゆ300 ・・・・・・ 1 0 0 m 

ゆ8 0 0 ・・・・ 207m 

コル ゲートパイプ・・・・・・・・・ 40m 

(や1， 200) 

既設管撤去工・・・… 1虫5m

(や1， 650) 

確地確定測量…・. ス5lα

そ の 他

植栽並木鳥居撤去・新設・・・…・・・…… 11 9本

// 補修………...………… 17 6本

照明施設・・・・・・. 5基

導 水 管 …... 13m 

// 補修・・・・・・・・・….... .. ... ... ... ... 1虫7m

11 清掃……... 79.0 m 

補 償 1 1 5件

建物移転…・ 1 1件

工作物…・・・…・・・ 5 6 

整 地……….. 5 

埋 設 物…... 2 5 

立 退…・・・・ 1 4 

損 失…...・H・..... 6 
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日 野 都 市 計 画 神 明 上 土 地 区 画 整 理 事 業
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受託水道事業特別会計



事 業 名 事業 の 概 要 事 業 費 成 果

配 水 管 新 設 事 業 | 神明上土地区画整理区域内

配水小管布設

2 0， 8 6 9， 0 0 0円| 区画整理事業の計画に合わせ、配水管を布設することにより、同

区域内の水需要に対処した。

中75鳩~やる 50欄

ι= 6 47.2枇

東平山 1丁目 2番地先""""5

丁目 32番地先間他?ケ所

配水小管布設

ゆ50湖~や 3 0 0 m1lt 

.t = 1， 3 2 2. 0 m 

5 1， 9 6 5， 0 0 0 .在来連合管を撤去し、配水管の新設により出水不良地区の解消並

に将来計画に関連した配水管の布設Kより水需要に対処した。

配水施設改良 事業 | 三沢配水場緊急遮断弁設置

ゆ40 0湖遮断弁 1基

1 スo0 0， 0 0 0 地震時K於ける配水管破損による貯留水の流出を防止すると共に

非常用飲料水を確保するため、及び二次災害の防止に対処した。
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昭和 5 4 年 度

配 水 管 新 設

工事個所
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財政状況の資料



昭和 54年度 各会計決算総括表

会計別
額

歳

一
算予 額算

出
一
決

一般会計

円

2 1， 2 3 3， 6 7 9， 2 4 0 

円

2 1， 2 7 2，3 5ス518

円

21， 2 3 3，6 7矢240
円

2 0，8 3ス94 8，6 1 4 

国 保会計 1， 9 0ス761， 0 0 0 1， 9 1 8， 6 7 1， 9 4 6 1， 9 0ス76 1， 0 0 0 1， 8 5 3， 5 7 2， 8 8 9 

都市計画会計 1， 0 9呪33 8，0 0 0 1， 1 0ス899，247 1， 0 9 9， 3 3 8， 0 0 0 1， 0 3 3， 3 6 8， 7 1 7 

下水道会計 1 2 0，1 7 8，0 0 0 12 0，0 7 6，3 6 2 1 2 0，1 7 8，0 0 0 1 1ス95只10 4 

受託水道会計 6 7ス64 5，0 0 0 6 6ス42 4，6 3 9 6 7ス64 5，0 0 0 6 6ス42 4，6 3 9 

農業共済会計 2 0，0 1 2，0 0 0 1ス57 2，7 8 0 2 0，0 1 2，0 0 0 1ス57 2，7 2 0 

病院事業会計 1， 3 6 4， 8 8 4， 0 0 0 1， 4 3 3， 2 6 8， 7 3 2 1， 3 6 5，5 5 6，0 0 0 1， 3 4 8，7 1矢837
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決算朕況(54年度昭和 普通会計)

出歳

(決(款)

入歳

(構成比)

婦

1. 0 

1 Z 2 

1 0.4 

1 7.7 

0.0 

0.5 

0.3 

2.4 

2 6. 4 

Z 9 

1 6.1 

O. 1 

千円

額)

216，617 

3，651， 020 

3，7 54，33 9 

2，21 5，7 3 6 

8，489 

1 0 1， 4 4 6 

6 3，3 0 2 

3，4 1史904

5 0 4，9 3 0 

5，58号800

1， 6 7 3，3 3 2 

1 4，7 3 1 

算(決

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

|日

(款)

会

務

生

生

働

業

工

木

防

育

債

復

量三
Eコ

議

総

民

衛

労

農

商

土

消

教

公

災

(構成比)

鴨

5 1. 1 

0.7 

1. 1 

2. 1 

0.3 

0.7 

0.3 

1 3.4 

6.5 

0.3 

O. 1 

0.5 

2. 1 

2. 1 

額)

千円

1 1， 1 0 3，4 8 8 

1 5 3，2 4 4 

2 2 8，2 3 4 

4 6 4， 1 4 4 

2 4，4 64 

7 3， 8 5 9 

151， 533 

5 8， 5 2 0 

2，9 2 1， 3 5 9 

1， 4 0 5，4 4 0 

6 5，4 1 7 

1 0 8，3 5 8 

4 4 8， 1 2 0 

4 5 1， 2 0 2 

算

市 税

地方譲 '与税

自動 車 取 得 税 交 付 金

地方交付税

交通安鎖す策特別交付金

分担金及び負担金

使用料

手数

国庫支出

都支出

財産収

寄付

料

金

.

金

入

金

金

金
入

越

収

方

繰

繰

諸

地 4. 4 9 5 2， 7 0 3 

3，11 2，5 0 0 

入

債 1 4. 3 

1 0 0.0 2 1， 2 1 3，6 4 6 

費

1.9% 

育教

計ム
口

26.4% 

費

1ス7%

生民
木土

Q
U
 

R.v 

1 0 0.0 2 1， 7 2 2，5 8 5 計

繰越金

諸収入 4.4領

ム
ロ



市町村民税の徴収実績

種目 別¥¥ ¥¥区¥ 分

調 定 済 額 収 入 済 額 徴 収 率 (弼)

前年度Kおけ
現年課税分 滞納繰越分 A口h 言十 現年課税分 滞納繰越分 メロ与、 言十 審x100 審x100 fS X 100 ③ ③ 。 ③ ⑤ ⑬ 

一一、金E色ヨ 通 税 1 0，373，293 224，568 1 0，597，861 1 0，23明965 89，559 1 0.329.524 98.7 39.9 9ス只 9ス日
1.法 定 立E立ヨ 通 税 1 0，373，293 224，568 1 0，59ス861 1 0，239，965 89，559 1 0，329，524 98.7 39.9 97.5 9ス5

(1 )市 町 村 民 税 6，563，1 91 1 34，643 6，69ス834 6，4 7 6，21 0 54，11 2 6，530，322 98.7 40.2 9ス5 9ス5

的個人 均等 害リ 55，258 1，544 56，802 54，278 606 54，884 98.2 5呪2 96.6 96.7 
園、

付)所 得 害リ 4，588，040 1 28，280 4，7 1 6，320 4，506，980 50，369 4，557，349 98.2 3呪5 96.6 96.7 

上記のうち退職所得分 7 3，5 1 9 73，51 9 73，51 9 73，51 9 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(功法 人 均 等 害リ 2ス459 68 2ス527 2ス387 44 2ス431 勺9.7 64.7 99.7 9呪6

t司法 人 税 害リ 1，892，4 34 4，751 1，89ス185 1， 88ス565 3，093 1，890，658 9虫7 65.1 99.7 99.6 

(2)固 定 資 産 税 3，1 33，669 88，366 3，222，035 3，08ス935 34，699 3，1 22，634 98.5 39.3 96.9 9ス0

o')純固定資産税 3，035，585 88，366 3，1 23，951 2，98号851 34，699 3，024，550 98.5 5呪5 96.8 96.9 

(j)土 地 1，445，4 4 2 42，076 1，48ス518 1，423，662 1 6，522 1，440，1 84 98.5 3呪3 96.8 96.9 

(ij)家 屋 96矢978 28，236 998，21 4 955，362 1 1，087 966，449 98.5 3虫3 96.8 96.9 

qiD償 却 資 産 620，1 65 1 8，054 638，21 9 61 0，827 ス090 617， 917 98.5 3虫3 96.8 96.9 

付)交付金 ・納 付 金 98，084 ----98，084 98，084 ------- 98，084 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(1)交 付 金 33，823 
JJJJJJJJJ  F 

33，823 33，823 ----33，823 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(ij)納 付 金 64，261 64，261 64，261 ----64，261 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(司軽 自 動 車 税 22，347 1，559 23，906 21， 734 748 22，4 82 9ス3 48.0 94.0 92.1 

(4)市町村たばこ消費税 363，492 1-------363，4 9 2 363，492 -----363，492 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(5)電 気 税 255，369 255，369 255，369 255，369 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(6)ガ ス 税 1 1， 1 55 1 1，1 55 1 1，1 55 1 1， 1 55 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

(7)鉱 産 税

(8)木 材 ヲ| 取 税

(9)特 別 土 地 保 有 税 24，070 24，070 24，070 24，070 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

o')保 有 分 24，070 24，070 24，070 24，070 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

付)取 得 分 1 00.0 

2法 定 外 普 通 税

、 目 的 税 778，309 1 8，7 9 8 79ス107 766，583 ス381 773，964 98.5 5虫3 9ス1 9ス4

1.入 湯 税

2.事 業 所 税

3.都 市 計 画 税 778，309 1 8，798 79ス107 766，583 ス381 773，964 98.5 5呪3 9ス1 9ス4

(1 )土 地 539，872 1 3，039 552，91 1 531，7 37 5，1 1 9 536，856 98.5 3虫3 9ス1 97.4 

(2)家 屋 238，4 3 7 5，759 244，1 96 234，846 2，262 23ス108 98.5 3呪5 97.1 97.4 

4.水 利 地 益 税

5.共 同 施 設 税

6.宅 地 開 発 手元

=、旧 法 K よ る 税
ρロ』 計 (一--.:::) 1 1，1 51，602 243，366 1 1，394，968 11，006，548 96，940 1 1，1 03，4 8 8 98.7 5虫8 97.4 9ス5

国民健康保険 税 592，594 49，196 641，790 548，073 34，696 582，7 69 92.5 70.5 90.8 91.4 

国民健康保険 料 ，__ 

n
y
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歳出の状況 (普通会計)

性質別経費の状況 (単位:千円)

昭 和 5 4 年 度 日百 芳日 5 3 年 度

区 分 左のうち臨時的なもの侶) 差引経常的 左 の 内 訳 決算額 経常収 左のうち経
決構悌算成額比

経常収決算額 tJ: も の 構成比 支傾比)率 決算額 常一般財源 支比率ω 特定財源 一般財源等 ω-(B) 特定財源 一般財源等 傾) 占T企T (%) 

人 件 費 (a) 5，02ス257 20，01 4 1 43，4 9 2 4，863，751 475，1 09 4，388，642 23.7 5呪1 4，61 2，523 4，01 4，796 24.0 41.8 

2. 物 件 費 2，4 3 1， 948 33，029 55，7 1 3 2，343，206 535，791 1，80ス415 11. 5 1 6.1 2，1 39，795 1，579，376 1 1. 1 1 6.5 

3.維 持 補 修 費 130，905 3，889 1，400 1 25，61 6 1ス940 1 0ス676 0.6 1.0 78，31 0 66，625 0.4 0.7 

4. 扶 助 費 2，022，951 2，022，951 1， 52ス842 495，1 09 虫5 4.4 1， 91 8，1 09 407， 986 1 0.0 4.3 

-ー
5. 補 助 費 等 1， 35史579 31 3 252，962 1，1 06，304 1 00，827 1，005，4 7 7 6.4 虫0 1，452，340 1，00ス684 ス5 1 0.5 

内 (1 ) 一昔日事務組合K対するもの 93，292 3，854 8矢438 8史438 0.4 0.8 1 38，699 117，430 0.7 1.2 

訳 (2) (1) 以 外 の も の 1， 266，287 31 3 249，108 1. 01 6，866 1 00，827 91 6，039 6.0 8.2 1， 31 3，641 890.254 6.8 呪3

6. 公 債 費 1，673，1 07 37 5，4 0 0 1， 29ス707 1ス322 1，280，385 ス9 11.4 1，347， 4 50 980，7 45 ス0 1 0.2 

内 (1 )元 利 償 還 金 1， 666，004 375，4 0 0 1，290，604 1ス322 1，273，282 7.9 11. 3 1， 3 3 6，2 7 1 96矢566 6.9 1 0.1 

訳 (2) 一時借入金利子 ス103

----------------
ス103 ン~ ス103 0.0 0.1 11， 179 11， 179 0.1 0.1 

7 積 立 金 1.23 1，954 44，947 1，1 8ス007

-----------
~ -------5.8 

ラユ
631，7 52 3.3 医8.投資及び出資金・貸付金 116，800 62，1 25 54，675 レ----------------------0.6 80，684 0.4 

9. 繰 出 金 1 95，254 6，364 1 88，890 旨三二づラ豆
0.9 / 1 31，21 9 0.7 / 

10. 前年 度繰上充用 金 ノイイ / / 
計 (1--10) 1 4，1 89，755 1 70，681 2，25呪539 1 1，759，535 2，674，831 矢口 84，704 66.9 81.0 1 2，392，1 82 8，05ス212 64.4 84.0 

11. 投 資 的 経 費 ス023，891 5，233，21 7 1，790，674 ~ ---------------
33.1 1 5.9 6，845，050 

/フ/ア/ 35.6 14.6 

うち人件費 (b) 345 345 -------------------------
0.0 

(1 )普通建設事業費 ス007， 698 5，21 8，564 1，7 8呪134 ~ ~ ~ 33.0 1 5.9 6，845，050 

ー三
35.6 1 4.6 

う ち単独事業費 3，28史656 1，7 94，1 05 1，495，551 

------------------------1 5.5 1 2.8 3，599，182 1 8.7 1 3.7 

(2) 災害 復旧事業 費 1 4，731 1 4，653 78 

--------------------------0.1 0.0 

(3) 失業対策事業 費 1，462 1，462 ンシY ~ --------
虫0 0.0 ~ 

歳 出 メ口』 言十 21，21 3，646 5，4 0 3，8 9 8 4，050，21 3 1 1，7 59，535 2，674，831 号084，704 1 00.0 レ/19，237， 232 8，057，21 2 100.0 レ/
うち人件費 (a) + (b) 5，02ス602 20，359 1 43，4 9 2 4，863，7 51 475，109 4，388，642 23.7 / 4，61 2，523 4，01 4，796 24.0 / 

歳 出 構 成 比(婦 100.0 25.5 1呪1 55.4 1 2.6 42.8 レ/レ/ 1 00.0 41.9 ン/.v三|
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普通建設事業の状況(普通会計)

(単位:千円)

財 源 内 訳

区 分 決 算 額

国庫支出金 都支出金 地 方 債 その他の特定財源 一般財源
一

総 務 費 40 8，690 1 85，1 0 0 1 52，8 1 0 70，7 8 0 

民 生 費 1 0 0，4 1 6 35，7 6 3 64，653 

衛 生 費 735，588 1 7 0，7 4 0 ヌ330 44ス000 25，682 82，836 

"一

農 業 費 26，750 20，292 6，458 

土 木 費 2，65 6，261 341， 139 1 7 2，0 0 5 86 8，7 0 0 38矢858 884，559 

f角 防 費 6，578 6，578 

教 =円e; 費 ろ，07 3，41 5 724，1 53 46，392 1， 6 1 1，70 0 1ス900 6 7 3，2 7 0 

ぷ口~ 計 ス00ス698 1， 236，0 32 248，01 9 ろ，11 2，500 62 2，0 1 3 1，78ヌ134 

f 
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地方債現在高の状況(普通 会 計 〉 (単位:千円)

度昭末和現5在5③年高 昭和 54⑧ 年額
昭和 54年度元利償還額 ⑬の財源内訳

⑧差号+⑧王在ー@③ 高
⑧の借入先別内訳

区 分 度発行
元 ③金 言十⑨ 利子 特定財源 税 等 政府資金 そ の他

一 般 公 共 事 業 債 33，755 1，068 1， 441 2，509 2，509 32，687 32，687 

2. 一 般 単 独 事 業 債 2，972，1 55 91 2，500 52，982 1 9矢195 252，1 77 252，1 77 3，831，673 1，7 2 3，0 4 6 2，1 08，627 

3. 公営住宅建設事業 債 1 80，743 98，4 00 5，231 1 2，623 1ス854 1ス281 573 273，91 2 247，412 26，500 

4.義務教育施設整備事業債 ス985，335 1， 15ス900 528，481 51ス310 1， 045，791 1，045，791 8，61 4，754 ス042，553 1，572，201 

5. 辺 地 対 策 事 業 債
ー

6. 産業廃棄物処理事 業債

z 災 害 復 !日 債

(1 )単独災害復旧事業債

開単独災害復旧事業債(除火災〉

付)元利補給付小災害 債 --------(功歳入 欠 か ん 等 債 ~ =------------
同火災復旧事 業 債

(2) 補助災害復旧事業債

8. 一 般 廃棄物処理事業債 591，770 391，300 52，688 42，11 2 94，800 94，800 930，382 921， 382 矢口 00 . 

9. 厚生福祉施設整備事業債 7ス500 3，752 18，037 21，789 21， 789 389，979 389，979 

1 O. 公共用地先行取得等事業債

1 1. 退 職 手 当 債

---------1 2. 転 貸 債

1 3. 過 疎 対 策 事 業 債

1 4. 国の予算貸付・政府関係機関貸付債 /三三/三/ア/ 
(1 )転貸 K よ る も の

(2) そ の 他|

--------1 5. 同 赤日 対 策 事 業 債

(1 )法第 10条 K よる も の

(2) そ の 他 の も の

1 6. 減収補てん (昭和 50年度) 141， 685 

ラ二
1 6，055 1 0，331 26，386 26，386 1 25，630 1 25，630 

1 Z 財 政 対 策 債 192，900 24，200 1 4，986 39，186 5只186 1 68，7 00 -------- 1 68，700 

1 8. 財 源 対 策 債 440，500 262，500 5，800 22，205 28，005 28，005 697，200 624，4 00 72，800 

1虫 都 道 府 県 貸 付 金 1， 1 33，21 4 1 88，000 76，071 1 36，7 52 1 36，7 5 2 1， 260，533 1，260，533 

20. そ の 他 1 1，7 0 0 24，400 755 755 41 71 4 36，1 00 9，800 26，300 

ぷ日』 計 ( 1-20) 11 3，99呪98 8 I 3，1 1 2，5 0 0 I 7 5別 8j91W6jW6304 1ス322I 1，64ω82 11“6日 50i 1 1， 1 1ι889 I 5，244，661 
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地方債借入先別及び利率別現在高の状況

(単位:千円)

云どJ 昭和 54年 ⑬ の 矛リ 率 月リ 内 訳

昭和 53年 昭和 54額年 度償還元金 ③差引十⑧現在-~高 6.5%以下度末現在③高 度 発 行 額 ス0冊以下 ス5%以下 8.0 %以下 8.5 %らL下 呪o%以下 虫o%超
⑧ 。

政 府 資 金 引212，946 2，029，900 1 25，957 1 1， 1 1 6，889 6，485，672 573，500 3，694，969 362，748 ~ ふ/Y
(1 )資用運用部 2，580，423 902，600 9ス289 3，385，7 3 4 1， 366，909 1，886，308 1 32，51 7 

内 (ア)仔) 以も 外
1，930，7 7 4 281，7 0 0 47， 135 2，1 65，339 77兄746 1，305，1 43 80，4 5 0 内 の の

訳
訳

付)年よ金る資も金のに 649，649 620，900 50，1 54 1，220，395 58ス163 581，1 65 52，067 

(2)簡易保険局 6，632，523 1，1 2ス300 2 8，6 6 8 I 7， 7 3 1， 1 5 5 5，11 8，7 6 3 573，500 230，231 ~~レノ
2. 公営企業金融公庫 254，4 0 0 239，700 494，1 00 254，4 00 23引700

3.機国関の予貸算付貸(公付営・企政府業金関係融

公庫を除く() ) 

4. 市 中 銀 行 3，072，440 431，300 541，21 2 2，962，528 361， 000 822，590 1，049，300 379，728 349，910 
a 

5. その他の金融機関

6. 保 険 会 26，000 26，000 26，000 

7. 交 付 ~ 債

8. 市場公募債

9. 共 済 組 え口』、 301，7 0 8 223，600 23，088 502，220 1 62，700 223，600 1 1 5，920 

1 o. 外 国 債

1 1. そ の 他 1，1 32，4 9 4 1 88，000 60，681 1， 25呪813 648，634 444，042 167， 137 

メ口~ 計 ( 1 "'11 )③ 1 3，99号988 3，1 1 2，500 750，938 1 6，361，550 ス775，706 1. 5 5 8，7 9 0 4，602，311 1，695，1 05 379，728 349，910 

証書借入 分 1 2，671，490 2，888，900 456，698 1 5，1 0 3，6 9 21 7， 7 4史706 1，396，090 4，378，7 1 1 1，57呪185
③ 
の 証券発行 分 1，328.4 9 8 223，600 294，240 1，25ス858 26，000 1 62，7 0 0 223，600 1 1 5，920 379，728 349，910 
内
訳 うち登録債 1，328，4 9 8 i 2 2 3，6 0 0 I 2 94，2 4 0 I 1， 2 5 7， 8 5 8 26，000 1 62，7 0 0 i 223，600 1 1 5，920 37ヌ728 349，910 

ス叫ノ
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一般会計各款・節別決算額一覧表
(単位:円)

~土 2 5 4 5 6 7 8 

議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農 業 費 商 工 費 土木費

報 酬 93，1 60，000 8，61 5，720 1 2，1 79，900 274，000 6，700，000 66，000 349，500 

2. 給 料 29，7 05，5 62 54ス926，495 5 9 4，4 7 6，6 8 6 1 5呪131，465 1 8，5 6 6，1 81 11，21 3，1 04 2 0 0，82 9，9 3 7 

3. 職 員 手 当 等 6ス086，064 75ス609，788 470，228，4 43 1 4 4，9 5 2，4 86 1 5，750，542 1 0，11 4，356 1 7 5，4 9 3，9 3 8 

4. 共 済 費 1 0，922，4 0 5 1 99，580，5 51 65，791，538 1 8，629，479 2，084，4 8 7 1，266，885 22，669，71 7 

5. 災 害 補 イ賞 費

7 賃 金 6，269，51 5 48，3 84，814 11，243，970 19，955，820 

8. 幸良 イ賞 費 55，000 23，236，290 33，905，082 1 1，1 2ス280 ス390，430 242，600 1，465，400 

9. 旅 費 4，906，778 ス151，1 53 3，230，779 630，611 71，300 973，908 82，91 0 1，7 0 2，41 7 

1 o. チ入マ 際 費 1，1 95，21 0 2，468，669 1 33，600 

1 1. 需 用 費 5，678，445 1 5 5，91 3，7 3 0 133，082β67 1 58，1 9矢585 384，3 73 2，388，388 1 52，952 40，990，2 9 5 

1 2. 役 務 費 78β30 43，2 43，2 3 8 1 5，238，736 44，78矢023 121，500 8ス310 46，2 6 0 1，31 6，896 

1 3. 委 託 料 1，63ス420 1 72，4 95，2 0 2 1 1 6，4 4 9，7 6 0 57 9，5 4 1，1 48 300，000 93，992 1，548，000 1 2 4，1 9 0，8 6 2 

1 4. 使用 料 及び賃借 料 6ス10口 ス841，070 2，272，125 460，774 40，000 8ス000 1，889，259 

15. 工 事 三百重円三 負 費 3 7 9，7 1 3，0 0 0 I 75，62ス000 6 9 5，7 5 8，0 0 0 28，2 78，000 9 7 3，3 0 2，0 0 0 

1 6. 原 材 料 費 671，845 552，500 1 61，250 史722，932

1ス 公有財 産購 入 費 64，035，840 ス54ス280 22ス238，319 

1 8. 備 ロロロ 購 入 費 1 62，722 25，842，3 9 3 1 0，524，194 1 8，21 0，556 35，1 00 549，490 5，31 5，305 

1虫 負担金・補助及び交付金 1，961，000 2 5 0，51 1， 5 1 2 48502，780| 309，621，253 1，025，000 32，960，373 只213，950 338ヱ95，865

20. 扶 助 費 1，919，679，887 1，462β00 

21. 貸 付 金 1ス310，000 1 5，000，000 33，500，000 

22. 補 償 。補 填 及び賠 償 金 1 84，980 858，292 1 4，51 4，8 5 7 

23. 償還金・利子及び割引料 23，569，249 5，31 8β50 2ス685，488 

24. 投 資 及び出 資 金| 50，000，000 11 0，000 

25. 積 立 金 1， 2 3 1， 9 5 4，4 6 1 

26. 寄 附 金

2ス ノぷ1主、. 課 費 1，463，300 493，700 2ス700

28. 繰 出 金 6，363，935 1 5 5，0 0 0，0 0 0 I 691， 562，0 0 0 

ぷ口与 計 2 1 6，6 1 6，5 3 6 Iω1687m61373510三22 1 ! 2，2 0 3，2 2 4，5 8 0 1 8，3 9史273 11 6，1 76，701 68，392，309 2，8 7 8，51 8，5 0 7 
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(単位 :円)

~三 9 1 0 1 1 1 2 1 3 メ口~ 計

消防費 教育費 公債費 諸 支出金 予備費 予 算 額 決 算 額

報 酬 5，851，7 0 0 44，780，500 1 7 3，3 5 0，0 0 0 1 72，04ス320

2. 給 料 6 9 8，4 8 1， 9 6 0 2ヱ64β76，000 2;2.60，331，390 

3. 職 貝 手 当 等 5 3 2，6 0 1，2 7 4 2，18ス435，000 2，1 7 3，8 3 6，89 1 

4. 共 済 費 79，374，487 4 0 2，9 8 1，0 0 0 400，31 9，549 
-・・e

5. 災 害 ネ南 イ賞 費 1，000 。
7. 貸 金 22，976，676 1 1 0，1 6 9，0 0 0 108β30，795 

-一
8. 報 イ賞 費 5，426，440 38;2.93，375 1 2 3，9 0 6，0 0 0 1 2 1，1 4 1， 8 9 7 

9. 旅 費 353，060 6，32ス986 2ス826，185 25，4 30，902 

1 o. 交 際 費 72，640 463，480 4，435β00 4，333，599 

1 1. 需 用 費 矢438，701 4 4 8，1 3 2，9 7 3 9 9 4，5 0 6，0 5 5 9 5 4，3 6 2，3 0 9 

1 2. 役 務 費 125，1 50 1 8，502，4 0 2 225，1 26 1 2 9，6 3 8，0 0 0 1 2 3，7 7 4，4 7 1 

1 3. 委 託 料 4 6 2，6 8 1，7 5 0 2 6 9，2 1 4，2 6 5 1，7 5 1， 9 6 9，0 0 0 1，7 2 8，1 5 2，3 9 9 

14. 使用料及び貸借料 550，000 55，77呪522 72;2.41，000 68，986，850 

1 5. 工 事 言青 負 費 1，430，000 1，619，333，937 3，7 8 8，1 7 4，0 0 0 3，7 7 3，4 4 1，9 3 7 

1 6. 原 材 料 費 1 85，500 2，439，541 1 4，4 4 5，0 0 0 1 3，733，568 

1ス 公有財産購入費 1， 2 7 5，6 0 6，8 4 1 4，950，000 1，5 9 9，4 5 1，0 0 0 1，579，378;2.80 

1 8. 備 口口口 購 入 費 3，723，000 2 2 0，1 8 3，9 3 0 288，555β00 2 8 4，5 4 6，6 9 0 

1玖 負担金 。補助及び交付金 1 5，462，758 55，1 51，1 69 64，51 2ρ00 1，1 31，31 0，000 1， 1 2ス01ス660

20. 扶 助 費 33，81 4，348 1，9 5 6，8 8 1， 0 0 0 1， 9 5 4，9 5 6，2 3 5 

21. 貸 付 金 455，000 66，266，000 66，265，000 

22. 補償。補填及び賠償金 2，361，450 1 8，184，000 1 7，91呪579

23. 償還金 。利子及び割引料 11，05ス880 1，673，1 0ス380 965，250 1，7 4 2，4 4 9，0 0 0 1， 7 4 1，7 0 4，0 9 7 

24. 投 資 及 び 出資 金 208，490 50，586，000 50，534，3 00 

25. 積 立 金 1，231，955，000 1，2 3 1，9 54，4 6 1 

26. 寄 附 金

2ス ~ 課 費 ろス800 2，05ス000 2，022，500 

28. 繰 出 金 8 5 2，9 2 6，0 0 0 8 5 2，9 2 5，9 3 5 

メロ:::... 言十 5 0 5，3 3 8，4 9 9 5，4 3 5，5 4 1，4 8 6 1，673，332，506 70，4 2ス250 I 2 1，2 3 3，6 7 9， 24 0 20，83ス948，614 ! 
' 

-
h
J
 

JO
 



一 般 会 計 給 与 費 明 細書
(単位:円)

予 算 科 目 職 員 数 給 与 費
共 済 費 メ口』 計

款 項 特別職 一般職 報 酬1 給 料 職員手当等 計

1.議会費 3 0人 1 1人 93，1 60，000 29，705，562 6ス086，064 1 8 9，9 5 1，6 2 6 1 0，922，4 0 5 200β74，0 31 

議 会 費 3 0 1 1 93，1 60，000 2ヌ705562 6ス086，064 1 8呪951，626 1 0，922，4 0 5 200，874，031 

2.総務費 263 242 8，61 5，720 54ス926，495 75ス609，788 1，31 4，1 52ρ03 19矢580，551 1， 5 1 3，7 3 25 54 
一一・

総 務 管 理 費 49 127 403，000 29 5，3 0 3，4 80 5 3 4，1 4 1，8 7 8 82呪848，358 171，009，667 1，000β58，025 
泊四

2. 徴 税 費 1 5 5 5 208，0 00 11 9，594.3 0 3 98，60ス348 21 8，4 0呪651 1 3，525，1 81 231，934β32 
ー

3. 戸籍住民基本台帳費 52 11 2ρ06，344 203，34ス873 12，67ス330 21 6，025203 
-ー.

4. 選 挙 費 1 2 7 5 3，4 2 9，000 1 2，21 5252 25，51 8，920 41，163，1 72 1，37ス013 42540，1 85 

5. 統 計 調 査 費 7 0 3，384，720 3，384，7 20 3，384，720 

6. 監 査 委 貝 費 2 5 1，1 91，000 8β0ス116 8，000，11 3 1 7，998229 991，360 18，98矢589

3.民生費 1 3 3 3 1 5 1 2，1 7只900 5 9 4，4 7 6，6 8 6 4 7 0，2 2 8，4 4 3 1，0 7 6，88 5，0 2 9 65，791，538 1，1 4 2.6 7 6，5 6 7 

社 会 ネ冨 祉 費 1 0 8 6 1 6，25ス500 1 3 4，7 0 3，1 0 8 1 0 8，3 6 5，8 7 3 24 9，32 6，4 81 14，94只191 264275，672 

2. 児 童 福 祉 費 24 239 5222，400 4 2 6，3 4 8，1 5 7 3 3 2，1 0 0，549 7 6 3，6 7 1，1 0 6 4ス06ス277 8 1 0，7 3 8，3 8 3 

3. 生 活 保 護 費 7 700，000 1 5，81 3，985 1 3，999，950 30，51 3，935 1，784，773 32298，708 

4. 国 民 年 金 事 務 費 8 1ス611，436 1 5，762，071 33，373，5 0 7 1， 990，2 9 7 35，363，804 

4.衛生費 1 4 6 8 274，000 1 59，1 31，465 1 4 4，9 5 2，4 86 304，3 5ス951 18.629，479 322，98ス430

保 健 衛 生 費 1 4 1 0 274，000 2ス00ス894 22，4 03，4 4 6 49，685，340 3，051，288 52，736，628 
-. 

2. ~ 入 害 対 策 費 7 1 6，605β77 31，13矢004 1，874，520 33，013，524 

3. 清 掃 費 5 1 11 551ス694 1 0 8，0 1 5，9 1 3 22 3，53 3，6 0 7 1 3，703，671 23ス23ス278

6.農業費 2 0 7 6，770，000 1 8566，181 1 5，7 50，542 41，086，723 2ρ84，4 87 43，1 71，21 0 

農 業 費 2 0 7 6，770，000 1 8，5 66，1 81 1 5，7 50，542 41，086.7 23 2，084，487 43，1 71，21 0 

ス商工費 2 5 66，000 11，21 3，1 04 1 0，11 4，3 5 6 21，393，4 6 0 1，266，885 22，660，345 

商 工 費 ! 2 5 11，213，104 1 0，11 4，356 21595，460 l 1，266，885 22，660，345 

ーも色ー



(単位:円)
ー 一一

予 算 科 目 職 貝 数 給 与 費

共 済 費 メ口~ 計
款 項 特別職 一般職 幸良 酬 給 料 職員手当等 計

8.土木費 25 87 349，500 2 0 0，82 9，9 3 7 1 7 5，4 9 3，9 3 8 3 7 6，6 7 3，3 7 5 22，6 69，71 7 39 9，34 3，092 

土 木 管 理 費 2 5 54，693，141 48，466，994 1 03，1 60，1 35 6，182，984 1 09，343，119 

2. 道路橋梁 費 28 ， 65，44ス375 55，60ス018 1 2 1， 0 5 4，3 9 3 ス385，779 1 28，4 40，1 72 

4. 都市計画 費 2 5 3 4 349，500 80，68矢421 71，419，926 1 52，4 58β47 引100，954 161，559，801 

呪消防費 480 5，851，7 0 0 5，851，7 0 0 5，851，7 0 0 

消 防 費 480 5，851，700 5，851，7 0 0 5，851，7 00 

1 O.教育費 232 305 44，780，500 6 9 8，4 8 1，96 0 532同01，274 1，275β63，734 79，374，487 1， 3 5 52 3 82 2 1 

教育総 務 費 4 2 7 3，1 02，000 66，480，969 55，392，688 1 2 4，9 7 5，6 5 7 ス446，413 1 3 2，4 2 2，0 7 0 

2. 弓戸ム4与 校 費 7 4 165 26，27ス200 3 8 3，0 9 1，2 6 8 276，32ス936 6 8 5，6 9 6，4 0 4 43，41ス826 7 2 9，1 1 4，2 3 0 

3. 中 寸《斗ι一 校 費 4 1 2 2 1 0，72ス600 55，41 4，561 40，831，545 1 0 6，9 7 3，7 0 6 6，341，467 1 1 3，3 1 5，1 7 3 

4. 幼 稚 園 費 1 2 3 3 2，611，200 71，1 40，385 51，661，500 1 2 5，4 1 3，0 8 5 8283，540 1 3 3，69 6，6 2 5 

5. 社 会 J教育 費 7 8 4 6 1，640，500 95，034，958 84，301，316 1 8 0，9 7 6，7 7 4 1 0，792，711 1 9 1，7 6 9，4 8 5 

6. 保 健 体育 費 23 1 2 422，000 2ス31只819 24，086ヱ89 51，828，1 08 ろ，092T3 0 54，920，638 

ぷロ』 計 . 1，1 9 9 1，04 0 -172，04ス320 2;2. 6 0，3 3 1，39 0 2，1 7 3，83 6，8 91 4，6 0 6，2 1 5，6 0 1 4 0 0，31 9，549 5，006，535，150 

扶 養 手 当 83，1 93，11 0 通 動 手 当 5呪871，700 

調 整 手 当 189，894，371 時間外勤務手当 79，268，506 

職員手当の内訳 管理職手当 7ス62ス263 宿日直手当 2，895ρ00 

特殊勤務手当 12;2.6ス988 住 居 手 当 66，005，179 

児 童 手 当 1，075，000 退 職 手 当 2 8 1， 6 0 1， 3 0 9 

期末勤勉手当 1，320，1 3ス465

ーも7ー



基金の運用状況



。 基 金運用状況

地方自治法第 241条第 5項の規定に基づき、用品調達基金・国民健康保険高額療養費貸付基金・土地開発基金及び国

民年金印紙調達基金の昭和 5 4年度における運用状況について報告します。

昭和 55年 11月

日野市長森 田 喜美男



昭和 54年度 用品調達基金運用報告書

収 入 3ス41 6， 3 2 3 額

内訳

支 出

前年度繰越金

払出回収金

額 3 4， 6 0 8， 3 0 9 

内 訳

前年度未払金

支払額

翌年度繰越額

在 庫

現

未

未

金

金

金収

払

(現金+在庫+未収金)一未払金=6， 0 0 0， 0 0 0 

回 転 数 支出額-:-6， 0 0 0， 0 0 0 = 5. 7 7 

用品調達 基 金利子 4 0， 2 9 1 

-68-

(単位:円)

3， 7 8 1， 8 2 0 

3 3， 6 3 4， 5 0 3 

1， 2 9 6， 2 1 1 

3 3， 3 1 2， 0 9 8 

3， 4 4 6， 1 9 9 

2， 8 0 8， 0 1 4 

1， 5 4 4， 1 5 1 

1， 7 9 8， 3 6 4 

一般会計へ



1. 月別運用状況

月

4 

5 

6 

7 

8 

? 

1 0 

1 1 

1 2 

2 

3 

収

執 行 額

3，781， 820 
'一一一一一一一一一一一一一

3， 7 8 1， 8 2 0 

5，2 20，6 7 3 
一一一一一一一一一一一一一一

矢口 o2，49 3 

3，898，223 
-一一一一一一一一一一一一一

1 2，9 0 0，7 1 6 

2，1 9 5，0 9 0 

15，095，806 

1， 6 78，5 7 2 

1 6，7 7 4，3 7 8 

2，4 53，44 9 

1 9，22ス827

998，789 

2 0，2 2 6，6 1 6 

?!_~ ~ 1¥_6_ ~ 1 
2 4，1 6 5，3 0 3 

2，9 8呪847

2ス15 5，1 5 0 

1， 699，771 

28，854，921 

5，8 3 1， 3 6 0 

3 4，6 86，28 1 

2よ7_~ _O!_旦42一一一

3ス41 6，3 2 3 

上段当月分

下段累計

在 庫

2，7 36.6 5 3 

3，7 79， 2 0 9 

4，043，860 

3，6 6 0， 1 8 7 

3，6 0 9， 6 1 9 

4，0 43，4 52 

3，7 86，5 8 2 

3，9 1 0，34 6 

4，1 8 6，66 3 

3，7 51， 0 9 8 

5，7 8 1， 9 5 5 

3，4 4 6，1 9 9 

2. 年度末における基金の状況

収 入

執行額 在 庫 未収金

3ス41 6，3 2 3 3，4 4 6，1 99 1， 5 4 4，1 5 1 

昭和 54年度 用品調達基金運用状況

未 収金

4，8 6ス000

2，7 0ス497

1， 5 7 3， 0 5 3 

1， 7 5 2，0 7 2 

9 8 0，39 0 

9 8 8，8 1 9 

2，6 68，59 4 

2，2 1 2，5 0 3 

1， 6 9 9， 7 7 1 

2，1 7 2，3 5 1 

。
1， 5 4 4，1 5 1 

ぷ口』 言十

42，40 6，6 7 3 

入 支

メ口』 計 執 行 額

1 1， 3 8 5，4 7 3 
1_2_9_ Q，1_1_1 
1， 2 9 6.2 1 1 

1 1. 7 0ス379
6，42 8，3 2 0 

一一一一一一一一一一一一一
ス72 4，5 3 1 

引515，136 3，0 3 2，4 2 4 

10，756，955 

ス60ス349 2，0 6 6，0 6 3 

1 2，8 2 3，0 1 8 

6.2 6 8，5 8 1 1， 3 1 4，6 9 7 

1 4，1 3ス71 5 

ス485，720 一一一2.J_4. 2，_3_l2一一
16，280，027 

ス453，965 ー__ t J_9_ ~，.p一旦 1_ ←

1 7，4 7 6，5 2 8 

1 0，0 6 1， 5 3 6 _1，2_8_ ZsJ丘三一ー

2 2，46 4.3 8 1 

8，8 7 6，28 1 2，1 7 6，8 5 4 

24，6 4 1， 2 3 5 

ス623，2 2 0 2，3 23，9 58 

2 6，9 6 5，1 9 3 

11， 6 1 3，315 3，7 0 9， 9 4 6 

3 0，7 5 6，1 3 9 

ス72 0，3 9 2 3，8 3 4，5 07 

34，590，646 

(在庫 3.4 46.1 9 9 

現 金 2825677) 

未収金・・・... 1， 5 4 4，1 5 1 

支 出

執行額 未払金 え日』 計

(単位:円)

出
現 金

未払金 メ口』 計

4，0 89，2 6 2 5，3 8 5，4 7 3 2，4 85，6 0 9 

緬

1， 764，6 6 8 8，192，988 1， 2 7ス962

1， 7 6 0，6 7 4 4，79 3，09 8 2，1 4 3，7 6 1 

1， 6 8 5，0 4 7 3，7 5 1， 1 1 0 2，2 7 2，7 8 8 

1， 2 2 6，6 7 2 2，541， 369 2，636，663 

1， 9 8 0，0 7 1 4，1 2 2，3 8 3 2，94ス800

-' 

3，2 05，264 4，4 0 1， 7 6 5 2，7 50，0 8 8 

1， 8 2 3，7 7 1 6，8 1 1， 6 2 4 1， 7 0 0，9 2 2 

2，4 0 0，3 4 9 4，57ス203 2，5 1 3，9 1 5 

1， 8 1 3，1 7 7 4，1 3ス13 5 1， 8 8引728

3，7 1 2，0 9 7 ス50 3，04 3 3，9 3 0，1 4 2 

1， 7 9 8，3 6 4 5，6 3 2，8 7 1 2，8 2 5，6 7 7 

(基金 6，0 0 0， 0 0 0¥ 
) = 1ス663…余剰金

未払金・・・・・・ 1， 7 9 8，3 6 4/ 

(余剰金は 5月 3 1日一般会計へ繰出)

棚卸による増減

現 金
余剰金 過不足額 差引額

34，6 0 8，3 09 1， 7 9 8，3 6 4 36，406，673 2 4，2 2 5 ム 6，592 1ス663 2，8 0 8，0 1 4 I 

-69ー



矛リ 益

内 訳

セロアーーア 0.5円× 3，28 2巻= 1， 641 (端数切上げ)

画 鋲 0.5円× 2，237缶= 1， 118
50 

1/ 

フ ァ イ ノ レ 0.5円X 1 6，83 0枚- 8.41 5 11 

板 目 表 紙 0.5円X 40，7 1 0枚= 20，355 1/ 

封 筒(小) 1 0同× 354東= 3，540 (購入価格の値下り)

11 3 0円× 440東= 13，200 11 

白 地 図 2 0円× 306枚= 6，120 11 

11 5 0円× 500枚= 25，000 11 

11 3-0円× 252枚= ス560 11 

A口』 言十 86，949円

損 失

内 訳

粉石けん 4 0円× 203袋= 8，120 (購入価格の値上り)

竹 等 3 0円× 233本= 6，990 11 

ヒニールヒモ 8 5円× 1 0 4巻= 8β40 11 

封 筒(大) 0.5円× 5，604枚= 2，802 1/ 

11 3.5円× 4，1 1 2枚= 14，392 1/ 

. 
グ(中) 200円× 5 0東= 10，000 11 

11 350円× 3 3束= 11，550 11 

え口』 計 62，694円

差引余剰金 24，255円

昭和54年度 用品過不足調書

ム不足分

品 名 規格 単位 数量 単価 金 額 備考

ー噂

鉛 筆 B 打 ム2 1 56円 ム 312円

サインペン 黒 (水性) 打 ム 1 500 ム 500

マジックインキ 黒 不h舟自・ ム1 533 ム 533

ポールベン 黒(ゼブラ) 箱 285 285 

スタンプ台 赤 イ固 ム1 31 0 ム 310 

墨 汁 黒 瓶 ム1 227 ム 227

筆 大 本 2 1 65 330 

糊 チューフ 本 ム3 29 ム 87 

蛇目クリップ 大 イ固 ム5 27 ム 135 

画 鋲 4 0個入 缶 29
50 

29
50 

消 コ' ム フラスチック 個 ム2 1 7 どミ 34 

フ ア イ ノレ 相k 色 枚 ム5 2950 ム 147
50

綴 込 表 紙 B4 EA 組 ム2 1 77 ム 354

付 2露 用 紙 東 ム3 48 ム 144

大 学ノー ト 冊 33 33 

感 光 紙 BK  B4 袋 ム2 585 ム1， 1 70 

中 質 紙 〆 ム3 870 ム2，610 

グ ロ 一 球 4 0 W用 イ固 ム3 65 ム 195

ノ¥ タ キ 本 38 38 

罫 紙 B5 洋 冊 ム3 1 83 ム 549

メロ』 計 ム6，592

(注) いずれも台帳登記数 と在庫数との比較増減

n
U
 

7
/
 



昭和 ~5 4年度 国民年金印紙調達基金運用状況報告書

1.総括表

種 別 金 額 内 訳

基金 の 額 2 5， 0 0 0， 0 0-0円

5 3年度印紙
1 0，7 4 9， 2 0 0 2.参照

繰 越 金

印紙購入
886，390，00 0 3.参照

執行状況

E:P 紙売捌
8 8 6， 1 2 0， 3 9 0 3.参照

執行状況

(前年度印紙繰越金十印紙購入執

印紙残額 1 1， 0 1 8，8 1 0 行状況) -印紙売捌執行状況
(1 0， 7 4 9， 2 0 0円十 88 6， 3 9 0， 0 0 0円)
-8 8 6， 1 2 0， 3 9 0円

預金残額 1 3，9 8 1， 1 9 0 

2. 昭和 53年度基金繰越額

基金の額

呪 2 5 0， 8 0 0 

紙 現 金E:P 

円|
2 0， 0 0 0， 0 0 0 I J I 1 0， 7 4 9， 2 0 0 

円

-71-

3. 執行状況(月 別)

月 印紙購入状況 印紙売捌状況

4 1 9 6， 4 0 0， 0 0 0 円 1 9 1， 2 9 5， 1 9 0 円

5 1 5 0， 0 0 0， 0 0 0 1 5 3， 3 8 3， 0 1 0 

6 2 2， 0 0 0， 0 0 0 2 5， 6 7 3;・ 660

7 7 5， 0 0 0， 0 0 0 7 2， 7 8 2， 1 0 0 

8 7 5叫 o0 0， 0 0 0 7 0， 5 6 4， 9 6 0 

9 2 0， 0 0 0， 0 0 0 2 5， 5 6 2， 3 0 0 

1 0 7 3， 0 0 0， 0 0 0 7 1， 3 1 0， 0 0 0 

1 1 7 5， 0 0 0， 0 0 0 6 5， 7 3 1， 8 4 0 

1 2 4 5， 0 0 0， 0 0 0 5 0， 7 8 5， 1. 5 0 

5 9， 9 9 0， 0 0 0 6 8， 6 8 1， 9 3 0 

2 7 0， 0 0 0， 0 0 0 6 2， 4 6 3， 7 6 0 

5 2 5， 0 0 0， 0 0 0 2ス8 8 6， 4 9 0 

合計 8 8 6， 3 9 0， 0 0 0 8 8 6， 1 2 0， 3 9 0 

4. 昭和 54年度基金残(昭和 55年度繰越)

基金の額 印 現紙 金

2 5， 0 0 0， 0 0 0 円 1 1， 0 1 8， 8 1 0 円 I 1 3， 9 8 1， 1 9 0 円

印紙残内訳

印 紙の種類 印紙枚数 金 額

1 0 円印紙 1 0 1 枚 1， 0 1 0 円

100円印紙 7 8 枚 ス800 円

1， 0 0 0円印紙 5 0 枚 5 0，0 0 0 円

2 0， 0 0 0円印紙 548  枚 10，960，000 円

A口』 言十 777  枚 1 1， 0 1 8，8 1 0 円

‘ 

5. 回転率

回 転=印紙購入執行状況 基金額

3 5.4 5 5 6回=886，ろ 90， 0 0 0円-:-2 5， 0 0 0， 0 0 0円



昭和54年度

国民健康保険高額療養費貸付基金運用状況報告書

1.総 括 (単位:円)

基 金 貸付金 現 金

5 3年度末 ろ，00 0，0 0 0 。 3，0 0 0，0 0 0 

ー
5 4年度末 3，0 0 0，0 0 0 50，8 3 8 2，9 4 cえ16 2 

本月末貸付残高 償 還 支払い

4 。 。 。
5 。 。 。
6 。 。 。
7 。 。 。
8 。 。 。
9 。 。 。
1 0 。 。 。
1 1 。 。 。
1 2 。 。 。

ー 5 5 3，8 69 。 5 5 3，8 69 

2 。 。 。
ろ 50，838 5 5 3，8 69 50，838 
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昭和 5 4 年度 土地開発基金運用状況

(単位:円)

左 の 内 訳 左の内訳 左の内訳 決算年度末の基金の内訳つ

前年度末 決算年度 決算年度 決算年 決算年 決算年 決算年度

中の基金 末基金の 度中の
度中の

度中の 中の基金

土地取 土 地 取 土地取

土得特計別へ地事取会貸業
基金の額

土 地 得特事別会業 運 用
増加額

一般財源 運用収 額 土地売
得事業

運用対 運用額
土 地 得特事別会業 土 地 運 用

計へ貸
益 積 立 却収入 特別会 象額 計への

保有額 付中の 残 額 積立額 額 計貸付
取得額 貸付額 取得額 付中の 残 金

もの 額 もの
回収額

ー

A (a+b+c) b B (d+e) d C (A+B) D E 
F(A+B+ 

G(f+宮〉 f 
H(a-D I(b-J(F-G 

a C e 
D十E)

g 
+f) E+g) -a) 

526， 776， 1 62 381， 890， 782 。144，8缶，380 6363，935 6，363.935 。533， 1 4J， 097 。 。533， 140， 097 247 247 381， 891， 029 。151， 249， 068 

• 
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